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『
将
門
記
』対
句
集
中
部
＝〈
描
写
慨
嘆
評
価
層
〉の
後
次
性

野
　
中
　
哲
　
照

キ
ー
ワ
ー
ド

　
　
　
　

初
期
軍
記　

王
朝
国
家　

平
将
門　

平
貞
盛　

対
句

一　

は
じ
め
に
―
―『
将
門
記
』
の
文
体
の
三
種
類
―
―

　

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
や
素
材
が
『
将
門
記
』
に
流
入
し
て
い
る
こ
と
は
、
先
行
研
究
で
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
作
者
像
も
、
将
門
寄
り
で
あ
る

と
か
朝
廷
寄
り
で
あ
る
と
か
、
僧
侶
で
あ
る
と
か
官
人
で
あ
る
な
ど
と
振
れ
幅
の
大
き
な
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
。
物
語
の
様
態
を
解
明
す
る
こ
と
の
難
し
い
テ

ク
ス
ト
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
『
将
門
記
』
の
多
元
性
・
重
層
性
は
、
じ
つ
は
三
種
類
の
異
質
な
文
体
の
混
在
と
対
応
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
三
種
類
の
異
質
な

文
体
を
見
分
け
る
際
に
指
標
と
な
る
の
は
、
対
句
表
現
の
交
じ
り
具
合
で
あ
る
。
対
句
表
現
が
ま
っ
た
く
、
あ
る
い
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
部
分
と
、
対
句
表

現
が
密
集
し
て
い
る
部
分
と
の
、
文
体
的
な
異
質
性
が
著
し
い
。
ま
た
、
両
者
の
中
間
的
な
文
体
も
あ
る
。
対
句
表
現
の
濃
淡
に
即
し
て
名
づ
け
る
と
、
そ
れ
ぞ

れ
対
句
不、

、在
部
、
対
句
散、

、在
部
、
対
句
集、

、中
部
と
で
も
言
え
そ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
先
々
の
見
通
し
が
あ
る
の
で
、
行
論
の
都
合
上
、
次
の
よ
う
な
呼
称
と
の
互

換
性
を
示
し
つ
つ
論
を
進
め
た
い
。

対
句
不
在
部
＝
〈
経
緯
叙
述
層
〉
…
対
句
不
在
部
は
、
事
件
の
経
緯
を
叙
述
す
る
部
分
と
対
応
。

対
句
散
在
部
＝
〈
展
開
創
出
層
〉
…
対
句
散
在
部
は
、
事
件
展
開
（
ジ
ョ
イ
ン
ト
）
を
物
語
内
に
投
入
し
た
ら
し
き
部
分
と
対
応
。

★
対
句
集
中
部
＝
〈
描
写
慨
嘆
評
価
層
〉
…
対
句
集
中
部
は
、
場
面
描
写
、
状
況
へ
の
慨
嘆
、
人
物
評
価
と
対
応
。

　

二
重
呼
称
の
上
段
が
〈
部
〉、
下
段
が
〈
層
〉
で
あ
る
の
は
、
対
句
表
現
の
濃
淡
と
い
う
現
象
面
か
ら
分
析
に
入
る
も
の
の
、
そ
の
こ
と
が
『
将
門
記
』
の
重

層
的
形
成
過
程
と
対
応
し
て
い
る
こ
と
を
見
越
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
①
『
将
門
記
』
の
素
材
段
階
で
は
、
お
そ
ら
く
対
句
表
現
は
ほ
と
ん
ど
含
ま
れ
て
お
ら

五
七

『
将
門
記
』
対
句
集
中
部
＝〈
描
写
慨
嘆
評
価
層
〉の
後
次
性



ず
（
文
書
等
の
素
材
の
文
体
が
そ
の
ま
ま
現
存
『
将
門
記
』
か
ら
窺
い
知
ら
れ
る
）、
②
そ
れ
ら
を
接
合
さ
せ
て
展
開
を
創
出
し
た
段
階
の
表
現
主
体
（
こ
れ
を
原
『
将
門
記
』
と

呼
ぶ
べ
き
）
は
多
少
の
対
句
を
用
い
て
い
て
、③
原
『
将
門
記
』
成
立
後
に
後
次
段
階
の
表
現
主
体
が
豊
か
な
対
句
表
現
を
用
い
て
文
飾
し
た
と
の
見
通
し
で
あ
る
。

　

リ
ズ
ミ
カ
ル
に
韻
律
を
整
え
る
対
句
と
い
う
も
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
韻
文
で
あ
り
詩
的
表
現
で
あ
る
。
そ
の
特
徴
の
も
っ
と
も
強
く
表
れ
た
の
が
対
句
集

中
部
＝
〈
描
写
慨
嘆
評
価
層
〉（
右
の
★
）
で
、
散
文
的
な
文
脈
が
い
っ
た
ん
終
止
し
た
あ
と
、
そ
れ
に
続
け
て
長
い
文
字
数
の
対
句
（
四
字
以
上
、
最
長
で
一
六
字
）

を
畳
み
か
け
る
部
分
で
あ
る
。
場
面
を
描
写
し
た
り
、
そ
の
場
面
に
た
い
す
る
慨
嘆
を
表
明
し
た
り
す
る
こ
と
が
多
い
。
数
行
に
わ
た
っ
て
対
句
が
連
続
す
る
こ

と
も
あ
り
、
そ
の
前
後
の
散
文
的
な
文
脈
か
ら
独
立
し
て
い
て
、
こ
れ
の
有
無
が
物
語
展
開
に
影
響
を
与
え
な
い
。
こ
れ
の
後
次
性
を
指
摘
す
る
こ
と
が
、
本
稿

の
目
的
で
あ
る
。

　

そ
れ
と
対
極
の
位
置
に
あ
る
の
が
、
対
句
不
在
部
＝
〈
経
緯
叙
述
出
層
〉
で
あ
る
。『
将
門
記
』
は
、
歴
史
叙
述
と
し
て
事
件
の
経
緯
を
叙
述
す
る
文
脈
を
基

軸
と
し
て
い
て
、
そ
こ
に
対
句
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
散
文
的
な
文
脈
で
も
二
字
対
句
、
三
字
対
句
程
度
の
短
い
対
句
は
内
包
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　

両
者
の
中
間
に
あ
る
の
が
、
対
句
散
在
部
＝
〈
展
開
創
出
部
〉
で
、
こ
の
詳
細
な
分
析
は
次
稿
に
回
す
。
ゆ
え
に
本
稿
で
は
、『
将
門
記
』
内
部
に
三
種
類
の

文
体
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
、
対
句
表
現
の
存
否
の
著
し
い
両
極
の
文
体
の
特
徴
に
つ
い
て
詳
述
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
『
将
門
記
』
の
対
句
表
現
に
言
及
し
た
先
行
研
究
に
、川
口
久
雄
（
一
九
六
一
）、村
上
春
樹
（
一
九
六
一
）、犬
飼
隆
（
一
九
七
八
）、村
上
春
樹
（
一
九
九
三
）
が
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
同
時
代
の
漢
文
学
圏
や
漢
文
文
体
史
の
中
で
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
分
析
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
対
句
表
現
の
出
現
度
の
む
ら
を
切
り
口
と
し
て
『
将

門
記
』
の
形
成
過
程
に
迫
ろ
う
と
し
た
論
は
存
在
し
な
い
。
本
稿
は
、
初
め
て
そ
れ
に
挑
む
も
の
で
あ
る
。

　
『
将
門
記
』
は
原
漢
文
だ
が
、
本
稿
で
用
い
る
『
将
門
記
』
の
本
文
は
日
本
古
典
文
学
全
集
（
小
学
館
、
二
〇
〇
二
）
の
訓
読
文
に
拠
り
、
章
段
名
も
そ
れ
を
用
い

た
。
同
本
は
、
楊
守
敬
旧
蔵
本
、
蓬
左
文
庫
本
な
ど
主
要
な
異
本
に
よ
る
校
訂
を
済
ま
せ
て
お
り
、
そ
れ
に
従
う
。
な
お
、『
将
門
記
』
に
は
二
九
か
所
に
わ
た
っ

て
注
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
存
在
が
対
句
の
視
認
性
を
悪
く
す
る
た
め
、〈
原
注
１
〉
の
よ
う
に
記
し
て
（『
将
門
記
』
原、

文
に
存
在
す
る
注、

と
い
う
意
味
）、
そ
の
内
容

は
一
括
し
て
稿
末
に
記
す
こ
と
に
す
る
（
そ
の
〈
原
注
１
〉
～
〈
原
注
29
〉
の
数
字
は
、
本
稿
で
登
場
す
る
順
序
で
は
な
く
、『
将
門
記
』
に
出
て
来
る
順
序
）。

國
學
院
大
學
紀
要　

第
五
十
七
巻
（
二
〇
一
九
年
）

五
八



二　

対
句
の
占
有
率
か
ら
み
た
三
種
類
の
文
体

　　

本
節
で
は
、
三
種
類
の
文
体
の
典
型
例
を
挙
げ
、『
将
門
記
』
の
文
体
が
対
句
の
占
有
率
に
よ
っ
て
こ
の
三
種
類
に
大
別
で
き
る
こ
と
（
細
か
く
言
え
ば
種
類
は
増

え
る
が
）
を
指
摘
し
、
そ
れ
と
叙
事
的
要
素
の
濃
淡
が
対
応
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
る
。
対
句
と
非
対
句
の
文
字
数
バ
ラ
ン
ス
を
み
る
た
め
に
、
必
要
に
応
じ
て

原
漢
文
も
掲
載
す
る
（
原
漢
文
の
下
に
〈
対
句
文
字
数
／
全
文
字
数
〉
を
示
す
。
文
字
数
カ
ウ
ン
ト
の
際
に
句
読
点
は
数
え
な
い
）。

１　

対
句
不
在
部
＝
〈
経
緯
叙
述
層
〉
の
典
型

　

最
初
に
定
義
し
た
よ
う
に
、
対
句
不
在
部
＝
〈
経
緯
叙
述
層
〉
と
は
、 〝
短
い
対
句
を
内
包
す
る
こ
と
が
あ
る
も
の
の
散
文
的
文
体
を
基
調
と
す
る
部
分
〟 

で

あ
る
。
ま
ず
は
、対
句
を
い
っ
さ
い
含
ま
な
い
叙
事
的
文
章
の
例
を
挙
げ
る
（
以
下
の
引
用
文
で
は
、日
時
、人
名
、地
名
と
い
っ
た
叙
事
的
文
章
と
し
て
必
須
の
要
素
を
ゴ
シ
ッ

ク
体
で
示
す
）。

（
１
︱
１
）
夫そ

れ
聞
く
、
彼
の
将
門
な
る
者
は
、
天あ
め
く
に国
押お
し

撥は
る
き

御
あ
め
の
し
た
し
ろ
し
め
す
宇
柏か
し
は
ば
ら原
天
皇
の
五
代
の
苗べ
う
え
い裔
、
三
世
の
高
た
か
も
ち
の
お
ほ
き
み

望
王
の
孫
な
り
。
其
の
父
は
、
陸
奥
鎮
守
府
将

軍
平
朝
臣
良よ
し
も
ち持

な
り
。
舎
弟
下
総
介
平
良
兼
朝
臣
は
、
将
門
の
伯
父
な
り
。
而し
か

れ
ど
も
良
兼
は
、
去
ん
ぬ
る
延
長
九
年
を
以
て
、
聊い
さ
さか

女
論
に
依
り
て
舅
し
う
と

甥を
ひ

の
中
、
既
に
相
違
ふ
。〔
一  

将
門
記
の
巻
頭
部
〕
原
漢
文
で
八
〇
字
。

（
１
︱
２
）
乃す
な
はち
対
面
せ
む
と
す
る
の
間
、故
上
総
介
高
望
王
の
妾せ
ふ

の
子
、平
良
正
は
亦
将
門
の
次
の
伯
父
な
り
。
而し
か
うし
て
介
良
兼
朝
臣
と
良
正
と
は
兄
弟
の
上
に
、

両ふ
た

り
乍な
が

ら
、
彼
の
常
陸
前
掾
源
護
の
因
縁
な
り
。
護
は
常
に
息
子
扶
・
隆
・
繁
等
が
将
門
の
為
に
害
せ
ら
る
る
の
由
を
嘆
く
。
然し
か

れ
ど
も
介
良
兼
は
上
総

国
に
居を

り
て
、
未
だ
此
の
事
を
執と

ら
ず
。
良
正
独
り
因
縁
を
追
慕
し
て
、
車
の
如
く
に
常
陸
の
地
に
舞
ひ
廻
る
。〔
四　

良
正
の
執
念
と
川
曲
村
合
戦
〕
原
漢
文
で

六
七
字
。

（
１
︱
３
）
然し
か

る
間
、
前
大
掾
源
み
な
も
と
の

護ま
も
る

の
告
状
に
依
り
て
、
件
の
護
幷
び
に
犯
人
の
平
将
門
及
び
真
樹
等
を
召
し
進
む
べ
き
由
の
官
符
、
去
ん
ぬ
る
承じ
よ
う

平へ
い

五
年

十
二
月
廿
九
日
の
符
、
同
六
年
九
月
七
日
に
到
来
す
。
左
近
衛
番
長
正
六
位
上
英あ
な
ほ
の
と
も
ゆ
き

保
純
行
、
同
姓
の
氏う
じ
た
ち立
、
宇う

自じ

加か
の
と
も
お
き

支
興
等
を
差
し
、
常
陸
、
下
毛
、
下

総
等
の
国
に
下
さ
る
。
仍よ
つ

て
将
門
は
告
人
よ
り
以
前
に
、
同
年
十
月
十
七
日
、
火
急
に
上
道
す
。
便
ち
公く

庭て
い

に
参
り
て
、
具つ
ぶ
さに
事
の
由
を
奏
す
。
幸
ひ
に

五
九

『
将
門
記
』
対
句
集
中
部
＝〈
描
写
慨
嘆
評
価
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後
次
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天
判
を
蒙か
う
ぶり
て
、
検け

非び

違ゐ

使し

所ど
こ
ろに
於
て
略
問
せ
ら
る
る
に
、
允ま
こ
とに
理
務
に
堪
へ
ず
と
雖
も
、
仏
神
の
感
有
り
て
、
相
論
ず
る
に
理
の
如
し
。〔
六　

将
門
上
洛
、

恩
赦
に
よ
り
帰
国
〕
原
漢
文
で
一
三
九
字
。

（
１
︱
４
）
便
ち
八
月
六
日
を
以
て
、
囲
み
て
常
陸
、
下
総
の
両
国
の
堺
、
子こ

飼か
ひ

の
渡
に
来
る
。
其
の
日
の
儀
式
は
、
霊
像
を
請
ひ
て
、
前
の
陣
に
張
れ
り
。〈
原

注
９
〉　

精
兵
を
整
へ
て
将
門
を
襲
ひ
攻
む
。
其
の
日
、
明
神
忿い
か

り
有
り
て
、
慥た
し

か
に
事
を
行
ふ
を
非
と
す
。
随ず
い

兵ひ
や
う

少
き
が
上
に
、
用
意
皆
下
り
て
、
た
だ

楯
を
負
ひ
て
還か
へ

る
。〔
七　

平
良
兼
の
襲
撃
〕
原
漢
文
で
六
二
字
。

（
１
︱
５
）
然し
か

れ
ど
も
、
将
門
は
尚な
ほ

し
伯を

ぢ父
と
宿
世
の
讎か
た
きと
し
て
、
彼か
れ
こ
れ此
相あ
ひ
い
ふ揖
す
。
時
に
介
良
兼
因
縁
有
る
に
依
り
て
、
常
陸
国
に
到
り
着
く
。
将
門
僅
か
に
此

の
由
を
聞
き
て
、
亦
征
伐
せ
む
と
欲
ふ
。
備か
ま

へ
た
る
所
の
兵
士
千
八
百
余
人
、
草
木
共
に
靡
く
。
十
九
日
を
以
て
、
常
陸
国
真
壁
郡
に
発
向
す
。
乃
ち
彼

の
介
の
服は
と
り織

の
宿
よ
り
始
め
て
、
与
力
の
伴
類
の
舎
宅
、
員か
ず

の
如
く
掃
ひ
焼
く
。
一
両
日
の
間
に
、
件
の
敵
を
追
ひ
尋
ぬ
。
皆
高
き
山
に
隠
れ
て
、
有
り

乍な
が

ら
相あ

は
ず
。
逗と
う
り
う留
の
程
に
、
筑
波
山
に
有
り
と
聞
く
。〔
八　

将
門
、
弓
袋
山
の
反
撃
〕
原
漢
文
で
一
一
二
字
。

（
１
︱
６
）
多
日
を
歴ふ

と
雖
も
、
件
の
敵
を
聆き

く
こ
と
な
し
。
仍
て
皆
諸
国
の
兵
士
等
を
返
し
遣
は
す
。
僅
か
に
遺
る
所
の
兵
は
千
人
に
足
ら
ず
。
此
の
事
を

伝
へ
聞
き
て
、
貞
盛
幷
び
に
押あ

ふ
り
や
う
し

領
使
藤
原
秀
郷
等
、
四
千
余
人
の
兵
を
驚
か
し
て
、
忽た

ち
まち

に
合
戦
せ
む
と
欲
す
。
新
皇
大
に
驚
き
て
、
二
月
一
日
を
以

て
、
随
兵
を
率
ゐ
て
敵
地
の
下し
も
つ
け野
の
方
に
超
え
向
ふ
。
時
に
、
新
皇
将
門
が
前
の
陣
、
未
だ
敵
の
所
在
を
知
ら
ざ
る
を
以
て
、
副
将
軍
玄は
る
も
ち茂
の
陣
頭
経つ
ね

明あ
き
ら、

遂か
つ
た
か高
等
が
後ご

陣ぢ
ん

に
以
て
敵
の
所
在
を
訪と

ひ
得
た
り
。
実じ
つ

否ぴ

を
見
む
が
為
に
、
高
き
山
の
頂
に
登
り
て
、
遥は
る

か
に
北
方
を
見
れ
ば
、
実
に
依
り
て
敵
有
り
。

略ほ
ぼ

気け

色し
き

は
四
千
余
人
許
り
な
り
。
爰こ
こ

に
経
明
等
、
既
に
一
人
当
千
の
名
を
得
て
、
件く
だ
んの

敵
を
見
過
す
べ
か
ら
ず
。
今
、
新
皇
に
奏
せ
ず
し
て
、
迫
り
て
以

て
押
領
使
秀
郷
の
陣
に
討
ち
合
ふ
。
秀
郷
、
素も
と

よ
り
古
き
計
は
か
り
ご
と

有
り
て
、
案
の
如
く
玄
茂
の
陣
を
討
ち
靡な
び

か
す
。〔
二
一　

押
領
使
藤
原
秀
郷
、
登
場
〕
原
漢
文
で

一
八
四
字
。

　

こ
れ
ら
が
対
句
不
在
部
の
典
型
例
で
、
対
句
表
現
が
ま
っ
た
く
含
ま
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
総
じ
て
い
え
ば
、
日
時
、
人
名
、
地
名
を
基
本
と
し
つ
つ
、
事
件
の

経
緯
を
淡
々
と
（
感
情
移
入
せ
ず
評
価
を
加
え
ず
）
叙
述
す
る
部
分
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
会
話
文
・
心
話
文
を
含
ま
な
い
と
い
う
特
徴
も
あ
る
が
、
二
か
所
の
傍
線
部
「
将

門
僅
か
に
此
の
由
を
聞
き
て
、
亦
征
伐
せ
む
と
欲、

、ふ
」「
此
の
事
を
伝
へ
聞
き
て
、
貞
盛
幷
び
に
押
領
使
藤
原
秀
郷
等
、
四
千
余
人
の
兵
を
驚
か
し
て
、
忽
ち
に

合
戦
せ
む
と
欲、

、す
」
の
よ
う
な
次
な
る
行
動
の
契
機
と
な
る
も
の
は
含
む
。
右
の
う
ち
波
線
部
「
草
木
共
に
靡
く
」
の
よ
う
な
凝
っ
た
表
現
も
あ
る
が
、
例
外
的

で
あ
る
。
こ
こ
に
は
原
漢
文
を
掲
載
し
な
か
っ
た
が
、
対
句
占
有
率
は
も
ち
ろ
ん
０
％
で
あ
る
（
右
の
引
用
文
に
相
当
す
る
原
漢
文
計
六
四
四
字
分
す
べ
て
が
非
対
句
）。
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ほ
か
に
、
二
字
対
句
、
三
字
対
句
程
度
の
短
い
対
句
表
現
を
含
む
も
の
の
、
基
本
的
に
は
右
の
例
と
等
質
的
な
文
体
と
言
え
る
も
の
が
あ
る
。
次
の
よ
う
な
例

で
あ
る
（
以
下
の
引
用
文
の
ア
ミ
カ
ケ
部
分
が
対
句
。
こ
の
項
の
み
対
句
の
文
字
数
を
丸
数
字
で
示
す
）。

（
１
︱
７
）
時
に
良
正
の
因
縁
、
其
の
威
猛
の
励
み
を
見
て
、
未
だ
勝
負
の
由
を
知
ら
ず
と
雖
も
、
兼
ね
て
②
莞く
わ
ん
じ爾

と
ほ
ほ
え
み
煕き

い怡
と
よ
ろ
こ
ぶ
ら
く
の
み
。〈
原

注
３
〉　

②
理こ
と
わ
りに
任
せ
楯た
て

を
負
ひ
、
実ま
こ
とに
依よ

り
て
立
ち
出
づ
。〔
四　

良
正
の
執
念
と
川
曲
村
合
戦
〕

［
于
時
良
正
之
因
縁
、
見
其
威
猛
之
励
、
雖
未
知
勝
負
之
由
、
兼
莞
爾
煕
怡
而
已
。
任
理
負
楯
、
依
実
立
出
］　

八
字
／
三
五
字

（
１
︱
８
）
而し
か

る
間
に
介
良
兼
は
②
兵
を
調と
と
のへ
陣
を
張
る
。
承
平
六
年
六
月
廿
六
日
を
以
て
、常
陸
国
を
指
し
て
、雲
の
如
く
涌
き
、上
下
の
国
〈
原
注
５
〉
を
出
づ
。

〔
五　

将
門
、
伯
父
良
兼
を
見
の
が
す
〕

［
而
間
介
良
兼
調
兵
張
陣
。
以
承
平
六
年
六
月
廿
六
日
、
指
常
陸
国
、
如
雲
涌
出
上
下
之
国
］　

四
字
／
三
一
字

（
１
︱
９
）
貞
盛
は
人
口
の
甘
き
に
依
り
て
、本
意
に
非あ
ら

ず
と
雖
も
、暗
に
同
類
と
為な

つ
て
、下し
も
つ
け
ぬ
の
く
に

毛
野
国
を
指
し
て
、②
地
を
動
か
し
草
を
靡
け
、一
列
に
発お
こ

り
向
ふ
。

〔
五　

将
門
、
伯
父
良
兼
を
見
の
が
す
〕

［
貞
盛
依
人
口
之
甘
、
雖
非
本
意
、
暗
為
同
類
、
指
下
毛
野
国
、
地
動
草
靡
、
一
列
発
向
］　

四
字
／
二
八
字

（
１
︱
10
）
将
門
②
眼ま
な
こを
張
り
歯
を
嚼か

む
で
、
進
み
て
以
て
撃
ち
合
ふ
。〔
九　

将
門
の
駆
使
子
春
丸
の
裏
切
〕

［
将
門
張
眼
嚼
歯
、
進
以
撃
合
］　

四
字
／
一
〇
字

（
１
︱
11
）
員
経
、
②
舌
を
巻
き
口
に
鉗ふ
ふ

む
で
黙
し
て
閑
居
せ
り
。〔
一
八　

舎
弟
将
平
の
諫
言
と
将
門
の
叛
乱
〕

［
員
経
、
巻
舌
鉗
口
黙
而
閑
居
］　

四
字
／
一
〇
字

　

以
上
が
二
字
対
句
が
散
文
の
中
に
織
り
込
ま
れ
て
い
る
典
型
例
だ
が
、
分
量
的
に
散
文
が
勝
っ
て
い
て
、
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
示
し
た
よ
う
な
叙
事
的
要
素
（
日
時
、

人
名
、
地
名
）
も
存
在
す
る
の
で
、
前
掲
（
１
︱
１
）
～
（
１
︱
６
）
と
等
質
的
だ
と
い
っ
て
よ
い
。

　

ま
た
、
三
字
対
句
に
も
、
次
の
よ
う
に
類
似
の
例
が
み
ら
れ
る
。

（
１
︱
12
）
仍
て
同
年
五
月
十
一
日
を
以
て
、
早
に
③
都
洛
を
辞
し
て
、
弊
宅
に
着
く
。〔
六　

将
門
上
洛
、
恩
赦
に
よ
り
帰
国
〕

［
仍
以
同
年
五
月
十
一
日
、
早
辞
都
洛
、
着
弊
宅
］　

六
字
／
一
七
字

六
一

『
将
門
記
』
対
句
集
中
部
＝〈
描
写
慨
嘆
評
価
層
〉の
後
次
性



（
１
︱
13
）
貞
盛
は
天
の
力
有
り
て
③
風
の
如
く
に
徹と
ほ

り
雲
の
如
く
に
隠
る
。
太
守
は
思
ひ
煩
ひ
て
、
棄
て
て
任
国
に
入
り
ぬ
。〔
一
一　

貞
盛
官
符
を
懐
き
将
門
迫
討
〕

［
貞
盛
有
天
力
而
如
風
徹
如
雲
隠
。
太
守
思
煩
、
棄
而
入
任
国
也
］ 

六
字
／
二
二
字

（
１
︱
14
）
偏ひ
と
へに

此
の
言
を
聞
き
て
、
諸
国
の
長
官
は
、
③
魚
の
如
く
驚
き
、
鳥
の
如
く
飛
び
、
早
く
京
洛
に
上
る
。〔
一
八　

舎
弟
将
平
の
諫
言
と
将
門
の
叛
乱
〕

［
偏
聞
此
言
、
諸
国
長
官
、
如
魚
驚
、
如
鳥
飛
、
早
上
京
洛
］　

六
字
／
一
九
字

（
１
︱
15
）
爰こ
こ

に
新
皇
③
甲
冑
を
着
て
、
駿し
ゆ
ん

馬め

を
疾は
や

め
て
躬み

自み
づ
から

相
戦
ふ
。〔
二
三　

将
門
、
北
山
に
亡
ぶ
〕

［
爰
新
皇
着
甲
冑
、
疾
駿
馬
而
躬
自
相
戦
］　

六
字
／
一
四
字

　

こ
こ
で
も
散
文
が
勝
っ
て
い
て
、
叙
事
的
要
素
（
日
時
、
人
名
、
地
名
＝
ゴ
シ
ッ
ク
体
）
が
存
在
す
る
の
で
、（
１
︱
７
）
～
（
１
︱
11
）
と
等
質
的
だ
と
考
え
て

よ
さ
そ
う
で
あ
る
。（
１
︱
１
）
～
（
１
︱
15
）
の
引
用
文
に
お
け
る
対
句
部
分
（
ア
ミ
カ
ケ
）
の
文
字
数
は
、
わ
ず
か
に
五
・
八
％
で
あ
る
（
四
八
字
／
八
三
〇
字
）。

対
句
不
在
部
＝
〈
経
緯
叙
述
層
〉
に
含
ま
れ
る
対
句
表
現
は
、
ほ
ぼ
ゼ
ロ
に
近
く
、
そ
こ
に
叙
事
的
な
要
素
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　

＊

　

と
こ
ろ
が
、
四
字
対
句
に
な
る
と
、
散
文
の
中
に
溶
け
込
ん
で
い
る
例
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
し
い
て
挙
げ
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
そ
れ
に
近
い
。

（
１
︱
16
）
裏
等
野の

本も
と

□
□
□
扶た
す
く

等
、
陣
を
張
り
て
将
門
を
相
待
つ
。
遥
か
に
彼
の
軍
の
体
を
見
る
に
、
所
謂
、
纛た
う
く
つ崛

の
神
に
向
ひ
て
、
②
旗
を
靡
か
せ
鉦か
ね

を
撃

つ
。〈
原
注
１
〉　

爰
に
将
門
は
、
④
罷や

め
む
と
欲お
も

ふ
に
能
は
ず
、
進
ま
む
と
擬す

る
に
由
な
し
。
然
れ
ど
も
、
身
を
励
ま
し
勧
め
拠
り
て
、
刃や
い
ばを
交
へ
て
合
戦
す
。

将
門
は
幸
ひ
に
順
風
を
得
て
、
④
矢
を
射
る
こ
と
流
る
る
が
如
く
、
中あ
た

る
所
は
案
の
如
し
。
扶
等
は
励
む
と
雖
も
、
終つ
ひ

に
以
て
負
く
る
な
り
。
仍よ
つ

て
④
亡

ぶ
る
者
は
数
多
し
。
存い
く

る
者
は
已す
で

に
少
な
し
。〔
二　

将
門
、
扶
等
に
反
撃
〕

［
裏
等
野
本
□
□
□
扶
等
、
張
陣
相
待
将
門
。
遥
見
彼
軍
之
体
、
所
謂
向
纛
崛
之
神
、
靡
旗
撃
鉦
。
爰
将
門
欲
罷
不
能
、
擬
進
無
由
。
然
而
励
身
勧
拠
、
交
刃
合
戦
矣
。
将

門
幸
得
順
風
、
射
矢
如
流
、
所
申
如
案
。
扶
等
雖
励
、
終
以
負
也
。
仍
亡
者
数
多
、
存
者
已
少
］　

二
八
字
／
八
七
字

（
１
︱
17
）
爰こ
こ

に
将
門
は
機
急
在
る
に
依
り
て
、
実
否
を
見
む
が
為た
め

に
、
た
だ
百
余
騎
を
率
ゐ
、
同
年
十
月
廿
六
日
を
以
て
、
下
毛
野
国
の
堺さ
か
ひに
打
ち
向
ふ
。
実

に
依
り
て
、
件
の
敵
数
千
許
り
有
り
。
略ほ
ぼ

気
色
を
見
る
に
、
敢あ

へ
て
敵
対
す
べ
か
ら
ず
。
其
の
由
何
と
な
れ
ば
、
彼
の
介
は
未
だ
合
戦
の
遑い
と
まに
費
え
ず
し
て
、
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④
人
馬
は
膏か
う

肥ひ

し
、
干
戈
は
皆
具そ
な

は
れ
り
。
将
門
は
度
々
の
敵
に
摺
と
り
ひ
しが
れ
、
④
兵
具
已す
で

に
乏
し
く
、
人
勢
厚
か
ら
ず
。
敵
は
之こ
れ

を
見
て
、
④
垣
の
如
く
に

楯
を
築
き
、
切せ
つ

す
る
が
如
く
に
攻
め
向
ふ
。
将
門
未
だ
到
ら
ざ
る
に
、
先
づ
歩
兵
を
寄
せ
、
略ほ
ぼ

合
戦
せ
し
む
。
且か

つ
射
取
る
人
馬
は
八
十
余
人
な
り
。
彼

の
介
大
い
に
驚
き
怖
ぢ
て
、
皆
楯
を
挽ひ

き
て
逃
げ
還か
へ

る
。〔
五　

将
門
、
伯
父
良
兼
を
見
の
が
す
〕

［
爰
将
門
依
在
機
急
、
為
見
実
否
、
只
率
百
余
騎
、
以
同
年
十
月
廿
六
日
、
打
向
於
下
毛
野
国
之
堺
。
依
実
、
件
敵
有
数
千
許
。
略
見
気
色
、
敢
不
可
敵
対
。
其
由
何
者
、

彼
介
未
費
合
戦
之
遑
。
人
馬
膏
肥
、
干
戈
皆
具
。
将
門
被
摺
度
々
之
敵
、
兵
具
已
乏
、
人
勢
不
厚
。
敵
見
之
、
如
垣
築
楯
、
如
切
攻
向
矣
。
将
門
未
到
、
先
寄
歩
兵
、
略

令
合
戦
。
且
射
取
人
馬
八
十
余
人
也
。
彼
介
大
驚
怖
、
皆
挽
楯
逃
還
］　

二
四
字
／
一
三
〇
字

　

右
の
二
か
所
は
対
句
散
在
部
＝
〈
展
開
創
出
層
〉
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
（
次
稿
）。
ゆ
え
に
、〈
散
文
部
〉
の
中
で
無
理
な
く
使
用
さ
れ
る
対
句
は
二
字
、
三

字
程
度
ま
で
で（
１
）、

基
本
的
に
は
ほ
と
ん
ど
対
句
を
含
ま
な
い
、
叙
事
的
要
素
で
構
成
さ
れ
る
文
体
が
ひ
と
つ
の
群
れ
（
対
句
不
在
部
＝
〈
経
緯
叙
述
層
〉）
と
し
て
『
将

門
記
』内
部
に
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。四
字
対
句
は
こ
れ
以
外
に
も
四
〇
組
以
上
あ
る
が
、そ
の
ほ
と
ん
ど
が
対
句
で
囲
ま
れ
た
対
句
集
中
部
に
あ
る
。

　
『
純
友
追
討
記
』
の
文
体
も
こ
こ
で
い
う
対
句
不
在
部
と
同
種
の
も
の
と
い
っ
て
よ
く
、
二
字
対
句
「
耳
を
截
り
鼻
を
割
き
」（「
截
耳
／
割
鼻
」）、「
或
は
亡
び
或

は
降
り
」（
或
亡
／
或
降
）、
六
字
対
句
「
男
は
水
を
屋
上
に
送
り
、
女
は
水
を
庭
中
に
運
ぶ
」（
男
送
水
於
屋
上
／
女
運
水
於
庭
中
）、
八
字
対
句
「
且
つ
は
陸
路
を
防
ぎ

て
其
の
便
道
を
絶
ち
、
且
つ
は
海
上
に
追
ひ
て
其
の
泊
処
に
認
む
」（
且
防
陸
路
絶
其
便
道
／
且
追
海
上
認
其
泊
処
）
が
あ
る
の
は
例
外
的
で
、
大
半
は
日
時
、
人
名
、

地
名
を
多
く
含
ん
だ
叙
事
的
文
章
で
あ
る
。
会
話
文
・
心
話
文
も
な
い
。『
純
友
追
討
記
』
は
原
漢
文
で
七
六
三
字
（
句
読
点
や
返
り
点
は
数
え
な
い
）
だ
が
、
そ
の

う
ち
右
の
四
か
所
の
対
句
表
現
（
計
三
二
字
）
の
割
合
は
わ
ず
か
に
四
・
二
％
で
あ
る
。
大
学
寮
の
博
士
な
ど
が
作
る
漢
詩
的
表
現
と
は
違
っ
て
、
官
人
が
記
録
す

る
報
告
文
書
的
漢
文
（
記
録
文
）
に
近
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

２　

対
句
集
中
部
＝〈
描
写
慨
嘆
評
価
層
〉の
典
型

　

次
に
、対
句
不
在
部
と
対
極
的
な
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
対
句
集
中
部
に
つ
い
て
で
あ
る
。
複
数
の
対
句
が
畳
み
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
連
続
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
、

次
の
よ
う
に
多
数
に
及
ぶ
。

（
２
︱
１
）
時
に
、
昼
は
、
人
の
宅い
へ

の
甑こ
し
きを
収
め
て
、
而し
か

も
奇あ
や

し
き
灰
、
門
毎
に
満
て
り
。
夜
は
、
民
の
烟か
ま
どに
煙
を
絶
ち
て
、
漆う
る
しの
柱
、
家
毎
に
峙そ
ば
だて
り
。
煙
は

六
三

『
将
門
記
』
対
句
集
中
部
＝〈
描
写
慨
嘆
評
価
層
〉の
後
次
性



遐は
る
かに
空
を
掩お
ほ

へ
る
の
雲
の
如
く
、
炬ひ

は
邇ち
か

く
地
に
散
る
の
星
に
似
た
り
。〔
七　

平
良
兼
の
襲
撃
〕

［
于
時
、
昼
、
人
宅
甑
収
、
而
奇
灰
、
満
於
毎
門
。
夜
、
民
烟
絶
煙
、
漆
柱
、
峙
於
毎
家
。
煙
遐
如
掩
空
之
雲
、
炬
邇
似
散
地
之
星
］　

三
七
字
／
三
九
字

（
２
︱
２
）
爰
に
将
門
が
妻
は
去
り
て
、
夫
は
留
ま
り
て
、
忿い
か

り
怨は
ら
だつ

こ
と
少
な
か
ら
ず
。
其
の
身
は
生
き
乍な
が

ら
、
其
の
魂
は
死
ぬ
る
が
如
し
。
旅
の
宿
に
習
は

ず
と
雖
も
、
慷か
う
が
い慨
し
て
仮
に
寐ね
ま

る
、
豈あ
に

何
の
益
か
有
ら
む
。
妾め

は
恒つ
ね

に
真
婦
の
心
を
存
し
て
、
幹か
ん
ぽ
う朋
に
与と
も
なひ
て
死
な
む
と
欲
ふ
。
夫
は
則
ち
漢
王
の
励
み

を
成
し
て
、
将
に
楊や
う
か家

を
尋
ね
む
と
欲
ふ
。〔
七　

平
良
兼
の
襲
撃
〕

［
爰
将
門
妻
去
、
夫
留
、
忿
怨
不
少
。
其
身
乍
生
、
其
魂
如
死
。
雖
不
習
旅
宿
、
慷
慨
仮
寐
、
豈
有
何
益
哉
。
妾
恒
存
真
婦
之
心
、
与
幹
朋
欲
死
。
夫
則
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　 
成
漢
王
之
励
、
将
欲
尋
楊
家
］　

二
一
字
／
五
八
字

（
２
︱
３
）
時
に
、
件
の
敵
等
は
楯
を
棄
て
雲
の
如
く
に
逃
げ
散
る
。
将
門
は
馬
に
羅か
か

り
て
風
の
如
く
に
追
ひ
攻
む
。
之こ
れ

を
遁の
が

る
る
者
は
、
宛さ
な
がら

猫
に
遇
へ
る
鼠

の
穴
を
失
へ
る
が
如
し
。
之
を
追
ふ
者
は
、
譬
へ
ば　

を
攻
む
る
鷹
の
韝
た
か
た
ぬ
きを
離
る
る
が
如
し
。〔
九　

将
門
の
駆
使
子
春
丸
の
裏
切
〕

［
于
時
、
件
敵
等
棄
楯
如
雲
逃
散
、
将
門
羅
馬
、
而
如
風
追
攻
矣
。
遁
之
者
、
宛
如
遇
猫
之
鼠
失
穴
、
追
之
者
、
譬
如
攻　

之
鷹
離
韝
］　

四
五
字
／
四
七
字

（
２
︱
４
）
苟い
や

く
も
武
芝
の
、
郡
を
治
む
る
の
名
は
、
頗す
こ
ぶる

国
内
に
聴き
こ

ゆ
。
撫
育
の
方み
ち

は
、
普あ
ま
ねく

民
家
に
在
り
。
代
々
の
国こ
く
さ
い宰

は
郡
中
の
欠け
つ
ぷ負

を
求
め
ず
。
往
々

の
刺し

し史
は
更
に
期
に
違た
が

ふ
の
譴
責
な
し
。〔
一
二　

武
蔵
国
庁
の
内
紛
将
門
介
入
〕

［
苟
武
芝
、
治
郡
之
名
、
頗
聴
国
内
。
撫
育
之
方
、
普
在
民
家
。
代
々
国
宰
不
求
郡
中
之
欠
負
、
往
々
刺
史
更
無
違
期
之
譴
責
］　

三
八
字
／
四
一
字

（
２
︱
５
）
凡お
よ

そ
件
の
守
と
介
の
行
は
む
事
を
見
る
に
、
主し
ゆ

は
則
ち
仲ち
ゆ
う
わ和

の
行
ひ
を
挟
わ
き
は
さむ

。
　
　
　
　
従じ
ゆ
うは

則
ち
草さ
う
せ
つ窃

の
心
を
懐い
だ

け
り
。
箸
の
如
き
の
主
は
、
眼

を
合
は
せ
て
骨
を
破
り
膏あ
ぶ
らを
出
だ
す
の
計
を
成
す
。
蟻
の
如
き
の
従
は
、
手
を
分
か
ち
て
財
を
盗
み
隠
し
運
ぶ
の
思
ひ
を
励
む
。〔
一
二　

武
蔵
国
庁
の
内
紛
将

門
介
入
〕

［
凡
見
件
守
介
行
事
、
主
則
挟
仲
和
之
行
。
従
則
懐
草
窃
之
心
。
如
箸
之
主
、
合
眼
而
成
破
骨
出
膏
之
計
。
如
蟻
之
従
、
分
手
而
励
盗
財
隠
運
之
思
］　

四
二
字
／
四
九
字

（
２
︱
６
）
農
節
に
望
み
て
は
則
ち
町ち
や
う
ま
ん満
の
歩
数
を
貪む
さ
ぼり
、
官
物
に
至
り
て
は
則
ち
束そ
く

把は

の
弁
済
な
し
。
動や
や

む
す
れ
ば
国こ
く

衙が

の
使
ひ
の
来き
た

り
責
む
る
を
凌
り
よ
う

轢れ
き

し
、

兼
ね
て
庸よ
う

民み
ん

の
弱
き
身
を
劫こ
ふ

略り
や
くす
。
其
の
行
ひ
を
見
る
と
き
は
則
ち
夷
狄
よ
り
も
甚
だ
し
く
、
其
の
操さ
う

を
聞
く
と
き
は
則
ち
盗
賊
に
伴と
も
なへ
り
。〔
一
三　

常
陸

国
の
乱
人
、
藤
原
玄
明
〕

［
望
農
節
則
貪
町
満
之
歩
数
、
至
官
物
則
無
束
把
之
弁
済
。
動
凌
轢
国
衙
使
之
来
責
、
兼
劫
略
庸
民
之
弱
身
。
見
行
則
甚
於
夷
狄
、
聞
其
操
則
伴
於
盗
賊
］　

五
二
字
／
五
二
字

き
じ

〈
原
注
18
〉

國
學
院
大
學
紀
要　

第
五
十
七
巻
（
二
〇
一
九
年
）

六
四



（
２
︱
７
）
凡お
よ

そ
国
の
為
に
宿す
く

世せ

の
敵か
た
きと
成
り
、
郡
の
為
に
暴
悪
の
行
ひ
を
張
る
。
鎮
と
こ
し
な
へに
往わ
う
く
わ
ん還
の
物
を
奪
ひ
、
妻
子
の
稔に
ぎ
はひ
と
為
し
、
恒つ
ね

に
人
民
の
財た
か
らを
掠か
す

め
て

従
類
の
栄
と
為
す
。〔
一
三　

常
陸
国
の
乱
人
、
藤
原
玄
明
〕

［
凡
為
国
成
宿
世
之
敵
、
為
郡
張
暴
悪
之
行
。
鎮
奪
往
還
之
物
、
為
妻
子
之
稔
、
恒
掠
人
民
之
財
為
従
類
之
栄
也
］　

三
七
字
／
三
八
字

（
２
︱
８
）
時
に
玄
明
等
、
彼
の
守
維
幾
朝
臣
の
為
に
、
常
に
狼ら
う
れ
い戻
の
心
を
懐い
だ

き
て
、
深
く
蛇じ
や
い
ん飲
の
毒
を
含
め
り
。
或
る
時
は
身
を
隠
し
て
誅
ち
ゆ
う

戮り
く

せ
む
と
欲お
も

ひ
、

或
る
時
は
力
を
出
し
て
合
戦
せ
む
と
欲
ふ
。〔
一
三　

常
陸
国
の
乱
人
、
藤
原
玄
明
〕

［
于
時
玄
明
等
、
為
彼
守
維
幾
朝
臣
、
常
懐
狼
戻
之
心
、
深
含
蛇
飲
之
毒
。
或
時
隠
身
欲
誅
戮
、
或
時
出
力
欲
合
戦
］　

二
八
字
／
三
八
字

（
２
︱
９
）
長
官
既
に
過く
わ
け
い契
に
伏
し
、
詔せ
う
し使
復ま

た
伏ふ
く

弁べ
ん

敬け
い
く
つ屈
し
ぬ
。
世
間
の
綾り
よ
う

羅ら

は
、
雲
の
如
く
に
下
し
施
し
、
微み
め
う妙
の
珍
財
は
、
算
の
如
く
に
分
ち
散
じ
ぬ
。

万
五
千
の
絹
布
は
五
主
の
客
に
奪
は
れ
ぬ
。
三
百
余
の
宅い
へ

の
烟か
ま
どは

滅
び
て
一
旦
の
煙
と
作な

る
。
屏
風
の
西
施
は
急
た
ち
ま
ちに

形
を
裸あ
ら
はに

す
る
の
媿は
ぢ

を
取
り
、
府
中

の
道
俗
は
、
酷か
ら

く
害
せ
ら
る
る
の
危
ぶ
み
に
当
る
。
金
銀
を
彫ゑ

れ
る
鞍
、
瑠
璃
を
塵ち
り

ば
め
た
る
匣は
こ

、
幾
千
幾
万
ぞ
。
若そ
こ
ば
く干
の
家
の
貯た
く
はへ
、
若
干
の
珍
財
、

誰
か
採
り
誰
か
領
せ
む
。
定ぢ
や
う

額が
く

の
僧
尼
は
頓と
ん

命め
い

を
夫
兵
に
請こ

ふ
。
僅
か
に
遺の
こ

れ
る
士
女
は
酷か
ら

き
媿
を
生
前
に
見
る
。
憐
れ
む
べ
し
、
別
駕
は
紅
く
れ
な
ゐの

涙
を
緋あ
け

の
襟く
び

に
捫の
ご

ふ
。
悲
し
む
べ
し
、
国
吏
は
二
の
膝
を
泥こ
ひ
ぢの

上
に
跪
ひ
ざ
ま
づく

。
当ま
さ

に
今
、
濫
悪
の
日
、
烏う

景け
い

西
に
傾
き
、
放は
う
い
つ逸

の
朝
、
印
鎰
を
領り
や
う
じ
や
う掌

せ
ら
る
。〔
一
四

将
門
と
国
庁
の
激
突
〕

［
長
官
既
伏
於
過
契
、
詔
使
復
伏
弁
敬
屈
。
世
間
綾
羅
、
如
雲
下
施
、
微
妙
珍
財
、
如
算
分
散
。
万
五
千
之
絹
布
被
奪
五
主
之
客
。
三
百
余
之
宅
烟
滅
作
於
一
旦
之
煙
。
屏

風
之
西
施
急
取
裸
形
之
媿
、
府
中
之
道
俗
酷
当
為
害
之
危
。
金
銀
彫
鞍
、
瑠
璃
塵
匣
、
幾
千
幾
万
。
若
干
家
貯
、
若
干
珍
財
、
誰
採
誰
領
矣
。
定
額
僧
尼
請
頓
命
於
夫
兵
。

僅
遺
士
女
見
酷
媿
於
生
前
。
可
憐
、
別
駕
捫
紅
涙
於
緋
襟
。
可
悲
、
国
吏
跪
二
膝
於
泥
上
。
当
今
、
濫
悪
之
日
、
烏
景
西
傾
、
放
逸
之
朝
、
領
掌
印
鎰
］　

一
六
〇
字
／

一
六
〇
字

（
２
︱
10
） 

各
お
の
お
の

竜
の
如
き
の
馬
に
騎の

る
。
皆
雲
の
如
き
の
従
を
率
ゐ
る
。
鞭
を
揚
げ
蹄ひ
づ
めを

催
し
て
、
将ま
さ

に
万
里
の
山
を
越
え
む
と
す
。
各
心
勇
み
神
た
ま
し
ひ

奢お
ご

り
て
、

十
万
の
軍
に
勝
た
む
と
欲お
も

ふ
。〔
一
五　

将
門
、
坂
東
制
圧
へ
〕
※「
万
里
」「
十
万
」
は
叙
事
的
な
実
数
で
は
な
く
寓
意
の
数
。

［
各
騎
如
竜
之
馬
。
皆
率
如
雲
従
也
。
揚
鞭
催
蹄
、
将
越
万
里
之
山
。
各
心
勇
神
奢
、
欲
勝
十
万
之
軍
］　

三
三
字
／
三
三
字

（
２
︱
11
）
長
官
唱と
な

へ
て
云
は
く
、「
天
に
五
衰
有
り
、
人
に
八
苦
有
り
。
今
日
苦
に
遭
ふ
、
大た
い
て
い底
何い
か
が
せ
む為
。〈
原
注
19
〉
時
改
り
世
変
じ
て
、
天
地
道
を
失
ふ
。
善
は

伏
し
悪
は
起
り
て
、
仏
神
験し
る
しな
し
。
鳴あ

あ呼
哀
し
き
哉
、
鶏け
い

儀ぎ

未
だ
旧ふ

り
ざ
る
に
、
西
朝
に
飛
ぶ
。
亀き
つ
か
ふ甲
新
し
乍な
が

ら
、
東
岸
に
耗ほ
ろ

び
ぬ
」。〈
原
注
20
〉
簾す
だ
れの
内

六
五

『
将
門
記
』
対
句
集
中
部
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描
写
慨
嘆
評
価
層
〉の
後
次
性



の
児じ

女ぢ
よ

は
、
車
の
轅な
が
えを
棄
て
て
而し
か

も
霜
の
旅
を
歩
む
。
門
の
外
の
従
類
は
、
馬
の
鞍
を
離
れ
て
而し
か

も
雪
の
坂
に
向
ふ
。
治
政
の
初は
じ
めに
は
、
金き
ん
ら
ん蘭
の
靨え
く
ぼを
開
く
。

任
中
の
盛
り
に
は
、
歎
息
の
爪つ
め

を
弾は
じ

く
。
四よ

ど度
の
公く

文も
ん

を
取
ら
れ
て
、
空
し
く
公こ
う

家け

に
帰
る
。
一
任
の
公く

廨が
い

を
奪
は
れ
て
、
徒
い
た
づ
らに

旅
の
暗そ
ら

に
疲
る
。
国
内

の
吏り

民み
ん

は
眉
を
瀕ひ
そ

め
て
涕て
い
る
い涙

す
。
堺
の
外
の
士
女
は
声
を
挙
げ
て
哀
憐
す
。
昨
日
は
他ひ
と

の
上
の
愁
へ
と
聞
く
。
今
日
は
自お
の

が
下
の
媿は
ぢ

を
取
る
。〔
一
五　

将
門
、

坂
東
制
圧
へ
〕［

長
官
唱
云
、
天
有
五
衰
、
人
有
八
苦
。
今
日
遭
苦
、
大
底
何
為
。
時
改
世
変
、
天
地
失
道
。
善
伏
悪
起
、
仏
神
無
験
。
鳴
呼
哀
哉
、
鶏
儀
未
旧
、
飛
於
西
朝
。
亀
甲
乍
新
、

耗
於
東
岸
。
簾
内
之
児
女
、
棄
車
轅
而
歩
於
霜
旅
。
門
外
従
類
、
離
馬
鞍
、
而
向
於
雪
坂
。
治
政
之
初
、
開
金
蘭
之
靨
。
任
中
之
盛
、
弾
歎
息
之
爪
。
被
取
四
度
之
公
文
、

空
帰
於
公
家
。
被
奪
一
任
之
公
廨
、
徒
疲
於
旅
暗
。
国
内
吏
民
嚬
眉
而
涕
涙
。
堺
外
士
女
挙
声
而
哀
憐
。
昨
日
聞
他
上
之
愁
。
今
日
取
自
下
之
媿
］一
三
九
字
／
一
五
五
字

（
２
︱
12
）
昨
き
の
ふ

此こ

の
奏
を
聞
く
、
今け
ふ

は
必
ず
来
た
ら
む
と
欲
す
ら
む
。
早
く
名
神
に
饗
き
こ
し
めし

て
、
此
の
邪
悪
を
停と
ど

め
た
ま
へ
。
速
や
か
に
仏
力
を
仰
ぎ
て
、
彼
の
賊

難
を
払
ひ
た
ま
へ
」
と
。
乃
ち
本
皇
、位
を
下
り
て
、二
の
掌
た
な
ご
こ
ろを
額ひ
た
ひの
上
に
摂と

り
て
、百
官
潔け
つ
さ
い斎
し
て
、千
た
び
の
祈
り
を
仁じ
ん

祠し

に
請
ふ
。
況い
は

む
や
復ま

た
山
々

の
阿
闍
梨
は
邪じ
や
め
つ滅

悪あ
く
め
つ滅

の
法
を
修
す
。
社
々
の
神
祇
官
は
頓と
ん

死し

頓と
ん
め
つ滅

の
式
を
祭
る
。
一
七
日
の
間
に
、
焼た

く
所
の
芥け

し子
は
七
斛こ
く

に
余
り
有
り
。
供
ふ
る
所

の
祭　

は
五
色
幾い
く
ば
くぞ

。
悪
鬼
の
名
み
や
う

号が
う

を
大
壇
の
中
に
焼
く
。
賊
人
の
形
像
を
棘う
ば
ら

楓あ
を
ぎ
りの

下
に
着
く
。
五
大
力
尊
は
侍
者
を
東
土
に
遣
は
す
。
八
大
尊
官
は
神

の
鏑か
ぶ
らを
賊
の
方か
た

に
放
つ
。
而し
か

る
間
に
、
天
神
は
嚬ひ
ん　

と
く
ち
ひ
そ
む
で
賊
類
非
分
の
望
み
を
謗そ
し

る
。
地ぢ

類る
い

は
呵か
し
や
く嘖
し
て
悪
王
不
便
の
念お
も

ひ
を
憎そ
ね

む
。〔
一
九

　

朝
廷
、
将
門
調
伏
祈
禱
〕

［
昨
聞
此
奏
、
今
必
欲
来
。
早
饗
名
神
、
停
此
邪
悪
。
速
仰
仏
力
、
払
彼
賊
難
。
乃
本
皇
、
下
位
、
摂
二
掌
於
額
上
、
百
官
潔
斎
、
請
千
祈
於
仁
祠
。
況
復
山
々
阿
閣
梨
修

邪
滅
悪
滅
之
法
。
社
々
神
祗
官
祭
頓
死
頓
滅
之
式
。
一
七
日
之
間
、
所
焼
之
芥
子
七
斛
有
余
。
所
供
之
祭　

五
色
幾
也
。
悪
鬼
名
号
焼
於
大
壇
之
中
。
賊
人
形
像
着
於
棘

楓
之
下
。
五
大
力
尊
遣
侍
者
於
東
土
。
八
大
尊
官
放
神
鏑
於
賊
方
。
而
間
、
天
神
嚬　

而
謗
賊
類
非
分
之
望
。
地
類
呵
嘖
而
憎
悪
王
不
便
之
念
］
一
五
五
字
／
一
六
五
字

（
２
︱
13
）
眉ま
ゆ

の
下
の
涙
は
面
上
の
粉
を
洗
ひ
、
胸
の
上
の
炎
は
心
中
の
肝き
も

を
焦い

る
。
内
外
の
媿
は
身
の
内
の
媿
と
成
る
。
会
稽
の
報
に
会
稽
の
敵
に
遭あ

へ
り
。

何
ぞ
人
を
謂い

は
む
や
、
何
ぞ
天
を
恨
み
む
や
。〔
二
〇　

貞
盛
の
妻
と
将
門
の
歌
〕

［
眉
下
之
涙
洗
面
上
之
粉
、
胸
上
之
炎
焦
心
中
之
肝
。
内
外
之
媿
成
身
内
媿
。
会
稽
之
報
遭
会
稽
之
敵
。
何
謂
人
哉
、
何
恨
天
哉
］　

四
四
字
／
四
四
字

（
２
︱
14
）
其
の
副
将
軍
及
び
夫ふ

兵ひ
や
う

等
、
三さ
ん
ぺ
い兵
の
手
を
迷
ひ
て
、
四
方
の
野
に
散
り
ぬ
。
道
を
知
る
の
者
は
弦つ
る

の
如
く
徹と
ほ

り
出
づ
。
未
だ
知
ら
ざ
る
者
は
車
の
如

く
に
旋ま

ひ
廻め
ぐ

る
。
僅わ
づ

か
に
存
す
る
者
は
少
な
し
。
遂
に
亡ほ
ろ

ぶ
る
者
は
多
し
。〔
二
一　

押
領
使
藤
原
秀
郷
、
登
場
〕
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［
其
副
将
軍
及
夫
兵
等
、
迷
於
三
兵
之
手
、
散
於
四
方
之
野
。
知
道
之
者
如
弦
徹
出
。
未
知
之
者
如
車
旋
廻
。
僅
存
者
少
。
遂
亡
者
多
］　

三
八
字
／
四
五
字

（
２
︱
15
）
各
々
李
陵
王
の
臆む
ね

を
募
り
、
皆
死
生
決
の
励
を
成
す
。
桑
の
弓
は
快た
の
しく

挽ひ

か
れ
　
　
　
　  

蓬よ
も
ぎの

矢
は
直な
ほ

く
中あ
た

る
。
公
の
従
は
常
よ
り
も
強
く
、
私

の
賊
は
例
よ
り
も
弱
し
。
所い
は
ゆ
る謂

、
新
皇
は
馬
の
口
を
後
ろ
に
折
り
て
、
楯た
て

の
本も
と

を
前
に
牽ひ

く
。
昨
日
の
雄
は
今
日
の
雌
な
り
。
故
に
常
陸
国
の
軍い
く
さは

晒あ
ざ
けり

咲わ
ら

ひ
て
宿
に
留
ま
り
ぬ
。
下
総
国
の
兵
は
忿い
か

り
愧は

ぢ
て
早
く
去
り
ぬ
。〔
二
一　

押
領
使
藤
原
秀
郷
、
登
場
〕

［
各
募
李
陵
王
之
臆
、
皆
成
死
生
決
之
励
矣
。
桑
弓
快
挽
、
蓬
矢
直
中
。
公
従
者
自
常
強
、
私
賊
者
自
例
弱
。
所
謂
新
皇
折
馬
口
於
後
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

牽
楯
本
於
前
。
昨
日
之
雄
今
日
之
雌
也
。
故
常
陸
国
軍
晒
咲
留
宿
。
下
総
国
兵
忿
愧
早
去
］　

七
三
字
／
七
五
字

（
２
︱
16
）
誰
か
図
ら
む
、
少
過
を
糺た
だ

さ
ず
し
て
大
害
に
及
ぶ
と
は
。
私
わ
た
く
しに
勢
を
施
し
て
将ま
さ

に
公
お
ほ
や
けの
徳
を
奪
は
む
と
は
。
仍よ
つ

て
朱し
ゆ
う
ん雲
の
人
に
寄
せ
て
、
長ち
や
う
げ
い鯢の
頸

を
刎き

る
。〈
原
注
26
〉〔
二
三　

将
門
、
北
山
に
亡
ぶ
〕

［
誰
図
、
不
糺
少
過
及
於
大
害
。
私
施
勢
而
将
奪
公
徳
。
仍
寄
朱
雲
之
人
、
刎
長
鯢
之
頸
］　

二
七
字
／
三
〇
字

（
２
︱
17
）
哀
し
き
哉
、
新
皇
の
④
敗
徳
の
悲
し
び
、
滅め
つ

身し
ん

の
歎
き
、
譬
へ
ば
開
か
む
と
欲
す
る
の
嘉か
く
わ禾

の
早
く
萎し
ぼ

み
、
将ま
さ

に
耀か
か
やか

む
と
す
る
の
桂け
い
げ
つ月

の
兼
ね
て

隠
る
る
が
若ご
と

し
。〈
原
注
27
〉　

左さ

伝で
ん

に
云
は
く
、「
徳
を
貪む
さ
ぼり

て
公
お
ほ
や
けを

背そ
む

く
は
、
宛あ
た
かも

威ゐ

を
馮た
の

み
て
鉾ほ
こ

を
践ふ

む
の
虎
の
如
し
」
と
。
故
に
書し
よ

に
云
は
く
、「
少

人
は
才
を
得
て
用
ゐ
難
く
、
悪
人
は
徳
を
貪
り
て
護
り
叵が
た

し
」
と
。
所い
は
ゆ
る謂
、「
遠
き
慮
お
も
ん
ぱ
かり
な
く
ば
近
き
憂
へ
有
り
」
と
い
ふ
は
、
若も

し
く
は
之こ
れ

を
謂
へ
る
か
。

爰こ
こ

に
、
将
門
は
頗す
こ
ぶる

功こ
う
く
わ課

を
官く
わ
ん
と都

に
積
み
て
、
忠ち
ゆ
う
し
ん信を

永
代
に
流つ
た

ふ
。
而し
か

る
に
一
生
の
一い
ち
ご
ふ業

は
猛ま
う
ら
ん濫

を
宗む
ね

と
為な

し
、
毎
年
毎
月
に
合
戦
を
事
と
為な

す
。
故

に
学
業
の
輩や
か
らを

屑
も
の
の
か
ずと

せ
ず
。
此
れ
た
だ
武
芸
の
類
を
翫
も
て
あ
そべ

り
。
是
を
以
て
楯
に
対
し
て
は
親
を
問
ひ
、
悪
を
好
み
て
は
過
ち
を
被か
う
ぶる

。
然し
か

る
間
、
邪
悪
の

積
り
て
、
一
身
に
覃お
よ

び
、
不
善
の
謗そ
し

り
、
八は
つ
ぽ
う邦
に
聞
え
て
、
終つ
ひ

に
版は
ん
せ
ん泉
の
地
に
殞ほ
ろ

び
て
、
永
く
謀
叛
の
名
を
遺の
こ

せ
り
。〈
原
注
28
〉〔
二
四　

将
門
の
死
を
傷
む
〕

［
哀
哉
、
新
皇
敗
徳
之
悲
、
滅
身
之
歎
、
譬
若
欲
開
之
嘉
禾
早
萎
、
将
耀
之
桂
月
兼
隠
。
左
伝
云
、
貪
徳
背
公
、
宛
如
馮
威
践
鉾
之
虎
。
故
書
云
、
少
人
得
才
而
難
用
、
悪

人
貪
徳
而
匝
護
。
所
謂
、
無
遠
慮
有
近
憂
、
若
謂
之
歟
。
爰
、
将
門
頗
積
功
課
於
官
都
、
流
忠
信
於
永
代
。
而
一
生
一
業
猛
濫
為
宗
、
毎
年
毎
月
合
戦
為
事
。
故
不
屑

学
業
之
輩
。
此
只
翫
武
芸
之
類
。
是
以
対
楯
問
親
、
好
悪
被
過
。
然
間
、
邪
悪
之
積
、
覃
於
一
身
、
不
善
之
謗
、
聞
於
八
邦
、
終
殞
版
泉
之
地
、
永
遺
謀
叛
之
名
矣
］　

一
二
八
字
／
一
六
〇
字

　　

対
句
不
在
部
＝
〈
経
緯
叙
述
層
〉
と
違
っ
て
叙
事
的
要
素
（
ゴ
シ
ッ
ク
体
の
日
時
、
人
名
、
地
名
）
が
減
り
、
代
わ
り
に
対
句
表
現
（
ア
ミ
カ
ケ
）
で
覆
わ
れ
て
い
る
。

〈
原
注
22
〉、

六
七

『
将
門
記
』
対
句
集
中
部
＝〈
描
写
慨
嘆
評
価
層
〉の
後
次
性



複
数
の
組
の
対
句
が
連
続
し
て
畳
み
か
け
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
い
。
ち
な
み
に
、
右
に
挙
げ
た
対
句
集
中
部
の
文
章
の
文
字
数
で
、
対
句
が
占
め
る
割
合
は

九
二
・
三
％
で
あ
る
（
一
〇
四
六
字
／
一
一
二
九
字
）。
こ
れ
が
、
典
型
的
な
対
句
集
中
部
の
姿
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
た
と
え
対
句
が
一
組
で
あ
っ
て
も
対
句
集
中
部
と
認
め
ら
れ
そ
う
な
と
こ
ろ
も
あ
る
。

（
２
︱
18
）
時
に
、
長
官
藤
原
維こ
れ
ち
か幾
朝
臣
、
官
物
を
弁
済
せ
し
め
む
が
為
に
、
度
々
の
移
牒
を
送
る
と
雖
も
、
対た
い
か
ん捍
を
宗
と
な
し
、
敢あ
へ

て
府
に
向
は
ず
。
公
お
ほ
や
けに
背

き
て
は
恣
ほ
し
い
ま
まに

猛
悪
を
施
し
、
私
に
居ゐ

て
は
強あ
な
がち

に
部
内
を
冤し
へ
たぐ

。
長
官
稍や
う
やく

度
々
の
過
ち
を
集
め
、
官
符
の
旨
に
依
り
て
、
追
捕
せ
む
と
擬す

る
の
間
、
急
に
は
か

に
妻
子
を
提ひ
つ
さげ
て
、
下
総
国
豊
田
郡
に
遁の
が

れ
て
渡
る
の
次つ
い
でに
、
盗
み
渡
る
所
の
行な
め
か
た方
、
河
内
両
郡
の
不
動
倉
の
穀も
み

糒
ほ
し
い
ひ

等
、
其
の
数
は
郡
司
の
進
た
て
ま
つる
所
の
日

記
に
在
り
。
仍よ
つ

て
捕
へ
送
る
べ
き
の
由
の
移
牒
を
下
総
国
幷あ
は

せ
て
将
門
に
送
る
。
而し
か

る
に
常
に
逃
亡
の
由
を
称
し
て
、
曾か
つ

て
捕
へ
渡
す
の
心
な
し
。〔
一
三

　

常
陸
国
の
乱
人
、
藤
原
玄
明
〕

［
于
時
、
長
官
藤
原
維
幾
朝
臣
、
為
令
弁
済
官
物
、
雖
送
度
々
移
牒
、
対
捍
為
宗
敢
不
府
向
。
背
公
恣
施
猛
悪
、
居
私
而
強
冤
部
内
也
。
長
官
稍
集
度
々
過
、
依
官
符
之
旨
、

擬
追
捕
之
間
、
急
提
妻
子
、
遁
渡
於
下
総
国
豊
田
郡
之
次
、
所
盗
渡
行
方
、
河
内
両
郡
不
動
倉
穀
糒
等
、
其
数
在
郡
司
所
進
之
日
記
也
。
仍
可
捕
送
之
由
移
牒
送
於
下
総

国
幷
将
門
。
而
常
称
逃
亡
之
由
、
曾
無
捕
渡
之
心
］

（
２
︱
19
）
仍
て
長
官
・
詔せ
う
し使
を
追
ひ
立
て
て
、
随
身
せ
し
む
る
こ
と
既
に
畢
ん
ぬ
。
庁
の
衆
は
哀
あ
い
ど
う

慟
し
て
、
館た
ち

の
後
に
留
ま
る
。
伴
類
は
徘
徊
し
て
、
道
の
前

に
迷
ふ
。
廿
九
日
を
以
て
、
豊
田
郡
鎌か
ま

輪わ

の
宿
に
還
る
。
長
官
・
詔せ
う
し使
を
、
一
家
に
住
ま
は
し
む
る
に
、
愍め
ぐ

み
労い
た
はり
を
加
ふ
と
雖
も
、
寝
食
穏や
す

か
ら
ず
。〔
一
四

　

将
門
と
国
庁
の
激
突
〕

［
仍
追
立
長
官
詔
使
、
令
随
身
既
畢
。
庁
衆
哀
慟
、
留
於
館
後
。
伴
類
徘
徊
迷
、
於
道
前
。
以
廿
九
日
、
還
於
豊
田
郡
鎌
輪
之
宿
。
長
官
詔
使
、
令
住
一
家
、
雖
加
愍
労
、

寝
食
不
穏
］

　

後
述
す
る
よ
う
に
対
句
集
中
部
は
後
補
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
の
だ
が
、
そ
の
後
補
性
は
、
対
句
部
分
を
抜
き
取
っ
て
も
前
後
の
文
脈
が
繋
が
る
と
か
、
む
し

ろ
対
句
部
分
が
存
在
し
な
い
ほ
う
が
文
脈
が
間
延
び
し
な
い
こ
と
で
説
明
で
き
る
。
し
か
も
、
対
句
集
中
部
に
は
公
私
（
正
当
性
と
非
正
当
性
）
や
善
悪
を
俯
瞰
的

な
視
座
か
ら
二
項
対
立
的
に
説
明
し
た
が
る
傾
向
が
強
い
と
い
う
性
格
を
有
し
て
い
る
（
こ
れ
も
後
述
）
の
で
、
そ
れ
と
等
質
的
な
右
の
二
例
（
ア
ミ
カ
ケ
部
分
）
も

一
組
の
対
句
し
か
含
ま
な
い
が
内
容
や
前
後
の
文
脈
か
ら
、
後
補
的
な
対
句
集
中
部
で
あ
る
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
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３　

対
句
散
在
部
＝〈
展
開
創
出
部
〉の
典
型

　

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
対
句
散
在
部
＝
〈
展
開
創
出
部
〉
に
つ
い
て
は
、
散
文
と
対
句
の
噛
み
合
い
方
に
つ
い
て
の
詳
細
な
分
析
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
本

稿
で
は
こ
れ
に
つ
い
て
は
深
め
な
い
。
た
だ
、
こ
こ
で
対
句
散
在
部
＝
〈
展
開
創
出
部
〉
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
そ
の
性
格
だ
け
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
。

（
３
︱
１
）
裏
等
野の

本も
と

□
□
□
扶た
す
く

等
、
陣
を
張
り
て
将
門
を
相
待
つ
。
遥
か
に
彼
の
軍
の
体
を
見
る
に
、
所
謂
、
纛た
う
く
つ崛

の
神
に
向
ひ
て
、
旗
を
靡
か
せ
鉦か
ね

を
撃
つ
。

〈
原
注
１
〉　

爰
に
将
門
は
、
罷や

め
む
と
欲お
も

ふ
に
能
は
ず
、
進
ま
む
と
擬す

る
に
由
な
し
。
然
れ
ど
も
、
身
を
励
ま
し
勧
め
拠
り
て
、
刃や
い
ばを
交
へ
て
合
戦
す
。
将

門
は
幸
ひ
に
順
風
を
得
て
、
矢
を
射
る
こ
と
流
る
る
が
如
く
、
中あ
た

る
所
は
案
の
如
し
。
扶
等
は
励
む
と
雖
も
、
終つ
ひ

に
以
て
負
く
る
な
り
。
仍よ
つ

て
亡
ぶ
る
者

は
数
多
し
。
存い
く

る
者
は
已す
で

に
少
な
し
。〔
二　

将
門
、
扶
等
に
反
撃
〕

 

［
裏
等
野
本
□
□
□
扶
等
、
張
陣
相
待
将
門
。
遥
見
彼
軍
之
体
、
所
謂
向
纛
崛
之
神
、
靡
旗
撃
鉦
。
爰
将
門
欲
罷
不
能
、
擬
進
無
由
。
然
而
励
身
勧
拠
、
交
刃
合
戦
矣
。 

将
門
幸
得
順
風
、
射
矢
如
流
、
所
申
如
案
。
扶
等
雖
励
、
終
以
負
也
。
仍
亡
者
数
多
、
存
者
已
少
］　

二
八
字
／
八
五
字

（
３
︱
２
）
爰こ
こ

に
将
門
は
機
急
在
る
に
依
り
て
、
実
否
を
見
む
が
為た
め

に
、
た
だ
百
余
騎
を
率
ゐ
、
同
年
十
月
廿
六
日
を
以
て
、
下
毛
野
国
の
堺さ
か
ひに

打
ち
向
ふ
。
実

に
依
り
て
、
件
の
敵
数
千
許
り
有
り
。
略ほ
ぼ

気
色
を
見
る
に
、
敢あ

へ
て
敵
対
す
べ
か
ら
ず
。
其
の
由
何
と
な
れ
ば
、
彼
の
介
は
未
だ
合
戦
の
遑い
と
まに
費
え
ず
し
て
、

人
馬
は
膏か
う

肥ひ

し
、
干
戈
は
皆
具そ
な

は
れ
り
。
将
門
は
度
々
の
敵
に
摺
と
り
ひ
しが

れ
、
兵
具
已す
で

に
乏
し
く
、
人
勢
厚
か
ら
ず
。
敵
は
之こ
れ

を
見
て
、
垣
の
如
く
に
楯
を
築
き
、

切せ
つ

す
る
が
如
く
に
攻
め
向
ふ
。
将
門
未
だ
到
ら
ざ
る
に
、
先
づ
歩
兵
を
寄
せ
、
略ほ
ぼ

合
戦
せ
し
む
。
且か

つ
射
取
る
人
馬
は
八
十
余
人
な
り
。
彼
の
介
大
い
に

驚
き
怖
ぢ
て
、
皆
楯
を
挽ひ

き
て
逃
げ
還か
へ

る
。
将
門
は
鞭
を
揚
げ
名
を
称と
な

へ
て
、
追
ひ
討
つ
の
時
、
敵
は
為
せ
む
か
た

方
を
失
ひ
て
府
下
に
偪い
り
こ
ま仄
る
。〈
原
注
６
〉　

斯
に

於
て
将
門
思し

惟ゆ
い

す
ら
く
、「
允ま
こ
とに

常
夜
の
敵
に
在
ら
ず
と
雖
も
、
脈
ち
の
み
ちを

尋
ぬ
れ
ば
疎
か
ら
ず
。
氏
を
建
つ
れ
ば
骨
肉
な
り
」
て
へ
り
。
云
所
、
夫
婦
は
親
し

く
し
て
瓦か
は
らに

等
し
。
親
戚
は
疎
く
し
て
葦
に
喩
ふ
。
若
し
終
に
殺
害
を
致
さ
ば
、
若も

し
く
は
物
の
譏そ
し

り
遠を
ち
こ
ち近

に
在
ら
む
か
。
仍よ
つ

て
彼
の
介
独
り
の
身
を
逃

さ
む
と
欲お
も

ひ
て
、
便
ち
国
庁
の
西
方
の
陣
を
開
き
、
彼
の
介
を
出
さ
し
む
る
の
次つ
い
でに
、
千
余
人
の
兵
、
皆
鷹
の
前
の　

の
命
を
免
れ
て
、
急に
は
かに
籠こ

を
出
づ

る
の
鳥
の
歓
び
を
成
す
。〔
五　

将
門
、
伯
父
良
兼
を
見
の
が
す
〕

［
爰
将
門
依
在
機
急
、
為
見
実
否
、
只
率
百
余
騎
、
以
同
年
十
月
廿
六
日
、
打
向
於
下
毛
野
国
之
堺
。
依
実
、
件
敵
有
数
千
許
。
略
見
気
色
、
敢
不
可
敵
対
。
其
由
何
者
、 

彼
介
未
費
合
戦
之
遑
。
人
馬
膏
肥
、
干
戈
皆
具
。
将
門
被
摺
度
々
之
敵
、
兵
具
已
乏
、
人
勢
不
厚
。
敵
見
之
、
如
垣
築
楯
、
如
切
攻
向
矣
。
将
門
未
到
、
先
寄
歩
兵
、
略

き
じ

六
九

『
将
門
記
』
対
句
集
中
部
＝〈
描
写
慨
嘆
評
価
層
〉の
後
次
性



令
合
戦
。
且
射
取
人
馬
八
十
余
人
也
。
彼
介
大
驚
怖
、
皆
挽
楯
逃
還
。
将
門
揚
鞭
称
名
、
追
討
之
時
、
敵
失
為
方
偪
仄
府
下
於
斯
将
門
思
惟
、
允
雖
不
在
常
夜
之
敵
、
尋

脈
不
疎
。
建
氏
骨
肉
者
。
所
云
、
夫
婦
者
親
而
等
瓦
。
親
戚
者
疎
而
喩
葦
。
若
終
致
殺
害
者
、
若
物
譏
在
遠
近
歟
。
仍
欲
逃
彼
介
独
之
身
、
便
開
国
庁
西
方
之
陣
、 

令
出

彼
介
之
次
、
千
余
人
之
兵
、
皆
免
鷹
前
之　

命
、
急
成
出
籠
之
鳥
歓
］　 

七
六
字
／
二
四
二
字

（
３
︱
３
）
山
響
き
草
動
き
て
、　

諊
と
の
の
し
り
諠く
え
ん
く
わ譁と

か
ま
び
す
し
。
将
門
は
陣
を
固
め
楯
を
築
き
て
、
且
つ
は
簡か
ん
て
ふ牒

を
送
り
、
且
つ
は
兵
士
を
寄
す
。
時
に
、

律
は
孟
冬
に
中
り
、
日
は
黄た
そ
が
れ昏
に
臨
め
り
。
茲こ
こ

に
因
り
て
、
各
々
楯
を
挽ひ

き
、
陣
々
に
身
を
守
る
。〔
八　

将
門
、
弓
袋
山
の
反
撃
〕

［
山
響
草
動
、　

諊
諠
譁
。
将
門
固
陣
築
楯
、
且
送
簡
牒
、
且
寄
兵
士
。
于
時
、
律
中
孟
冬
、
日
臨
黄
昏
。
因
茲
、
各
々
挽
楯
、
陣
々
守
身
］　

三
六
字
／
四
二
字

（
３
︱
４
） 

是
に
お
い
て
、
将
門
頗
る
気い
き

を
述
べ
力
を
附
く
。
而
る
を
諸
国
の
宰つ
か
さ、

官
符
を
抱に
ぎ

り
乍な
が

ら
、
慥た
し

か
に
張
り
行
は
ず
、
好
み
て
堀
り
求
め
ず
。
而
る
に

介
良
兼
、
尚
忿ふ
ん

怒ぬ

の
毒
を
銜ふ
ふ

む
で
、
未
だ
殺
害
の
意こ
こ
ろを
停や

め
ず
。
便
を
求
め
隙
を
伺
ひ
て
、
終
に
将
門
を
討
た
む
と
欲お
も

ふ
。〔
八　

将
門
、
弓
袋
山
の
反
撃
〕

［
於
是
、
将
門
頗
述
気
附
力
。
而
諸
国
之
宰
、
乍
抱
官
符
、
慥
不
張
行
。
好
不
堀
求
。
而
介
良
兼
、
尚
銜
忿
怒
之
毒
、
未
停
殺
害
之
意
。
求
便
伺
隙
、
終
欲
討
将
門
］

三
三
字
／
五
一
字

（
３
︱
５
）
彼
の
介
良
兼
は
、
兼
ね
て
夜
討
の
兵
を
構
へ
て
、
同
年
十
二
月
十
四
日
の
夕ゆ
ふ
べに
、
石
井
の
営
所
に
発
遣
す
。
其
の
兵
類
は
、
所い
は
ゆ
る謂
一
人
当
千
の
限
り

八
十
余
騎
、
既
に
養
由
の
弓
を
張
り
、〈
原
注
12
〉　

弥
い
よ
い
よ、
解か
い

烏う

の
靫
つ
ぼ
や
な
ぐ
ひを
負
へ
り
。〈
原
注
13
〉　

駿し
ゆ
ん
め馬
の
蹄ひ
づ
めを
催
し
、　
　
　
　
李
陵
の
鞭む
ち

を
揚
げ
て
、
風
の
如

く
に
徹と
ほ

り
征
き
、
鳥
の
如
く
に
飛
び
着
く
。
即
ち
亥ゐ

の
剋
を
以
て
、
結
城
郡
法
城
寺
の
当あ
た
りの

路
に
出
で
て
、
打
ち
着
く
の
程
に
、
将
門
が
一
人
当
千
の
兵

有
り
。
暗そ
ら

に
夜
討
の
気
色
を
知
り
、
後ご

陣ぢ
ん

の
従
類
に
交
じ
り
て
徐
行
す
。
更
に
誰
人
な
る
か
を
知
ら
ず
。
便
ち
鵝か

も鴨
の
橋
上
よ
り
、
窃ひ
そ

か
に
前
に
打
ち
立

ち
て
、
石い
は
ゐ井

の
宿
に
馳
せ
来
た
り
て
、
具つ
ぶ
さに

事
の
由
を
陳の

ぶ
。
主
従
は
憁お
そ

れ
忙お

ぢ
て
、
男
女
は
共
に
囂さ
わ

ぐ
。
爰
に
敵
等
、
卯
の
剋
を
以
て
押
し
囲
む
な
り
。

斯こ
こ

に
於
て
、
将
門
が
兵
は
十
人
に
足
ら
ず
。
声
を
揚
げ
て
告
げ
て
云
ふ
、「
昔
聞
き
し
か
ば
、
由ゆ
き
う弓

　
　
　   

は
爪
を
楯
と
し
て
、
以
て
数
万
の
軍い
く
さに

勝
ち

き
。
子し

柱ち
ゆ
う　
　
　
　

は
針
を
立
て
て
、
以
て
千せ
ん
か
う交
の
鉾ほ
こ

を
奪
ひ
き
。
況い
は

む
や
李
陵
王
の
心
有
る
を
や
。
慎
む
で
汝
等
面
を
帰
す
こ
と
勿な
か

れ
」
と
。
将
門
眼
ま
な
こ

を
張
り
歯
を
嚼か

む
で
、
進
み
て
以
て
撃
ち
合
ふ
。〔
九　

将
門
の
駆
使
子
春
丸
の
裏
切
〕

［
彼
介
良
兼
、々
構
夜
討
之
兵
、同
年
十
二
月
十
四
日
夕
、発
遣
於
石
井
営
所
。
其
兵
類
、所
謂
一
人
当
千
之
限
八
十
余
騎
、既
張
養
由
之
弓
、弥
、負
解
烏
之
靫
、催
駿
馬
之
蹄
、

揚
李
陵
之
鞭
、
如
風
徹
征
、
如
鳥
飛
着
。
即
以
亥
剋
、
出
結
城
郡
法
城
寺
之
当
路
、
打
着
之
程
、
有
将
門
一
人
当
千
之
兵
。
暗
知
夜
討
之
気
色
、
交
於
後
陣
之
従
類
徐
行
。

〈
原
注
14
〉

〈
原
注
15
〉

〈
原
注
16
〉 國

學
院
大
學
紀
要　

第
五
十
七
巻
（
二
〇
一
九
年
）

七
〇



更
不
知
誰
人
。
便
自
鵝
鴨
橋
上
、
窃
打
前
立
、
而
馳
来
於
石
井
之
宿
、
具
陳
事
由
。
主
従
憁
忙
、
男
女
共
囂
。
爰
敵
等
、
以
卯
剋
押
囲
也
。
於
斯
、
将
門
之
兵
十
人
不
足
。

揚
声
告
云
、
昔
聞
者
、
由
弓
楯
爪
、
以
勝
於
数
万
之
軍
。
子
柱
立
針
、
以
奪
千
交
之
鉾
。
況
有
李
陵
王
之
心
。
慎
汝
等
而
勿
面
帰
。
将
門
張
眼
嚼
歯
、
進
以
撃
合
］　

六
三

字
／
二
二
〇
字

（
３
︱
６
）
此
の
後
、
掾
貞
盛
三
た
び
己お
の

が
身
を
顧
み
ら
く
、「
身
を
立
て
徳
を
修
む
る
に
は
、
忠
行
よ
り
過
ぎ
た
る
は
莫な

し
。
名
を
損
じ
利
を
失
ふ
は
、
邪
悪
よ

り
甚
だ
し
き
は
な
し
。
清せ
い
れ
ん廉

の
比
ほ
ひ
も
、
蚫は
う
し
つ室

に
宿
れ
ば
、
羶せ
ん
け
い奎

の
名
を
、
同
烈
に
取
る
。
然し
か

も
本
文
に
云
は
く
『
前
生
の
貧
報
を
憂
へ
ず
、
但
し
悪

名
の
後
に
流つ
た

は
る
こ
と
を
吟に
よ

ぶ
』
て
へ
り
。
遂
に
濫
悪
の
地
に
巡
ら
ば
、
必
ず
不
善
の
名
あ
る
べ
し
。
如し

か
じ
、
花
門
に
出
で
て
以
て
遂
に
花
城
に
上
り
、

以
て
身
を
達
せ
む
に
は
。
加
し
か
の
み
な
ら
ず
之
、一
生
は
た
だ
隙ひ
ま

の
如
し
。
千せ
ん
ざ
い歳
誰
か
栄
え
む
。
猶
し
直ぢ
き
せ
い生
を
争
ひ
て
、盗た
う
せ
き跡
を
辞
す
べ
し
。
苟
い
や
し
くも
貞
盛
は
身
を
公
お
ほ
や
けに
奉つ
か

へ
て
、

幸
ひ
に
司
馬
の
烈
に
預
れ
り
。
況い
は

む
や
労
を
朝
家
に
積
み
、
弥
い
よ
い
よ、

朱し
ゆ
し紫

の
衣
を
拝
す
べ
し
。
其
の
次つ
い
でに

快
く
身
の
愁
へ
等
を
奏
し
畢を
は

ら
む
」
と
。
承
平
八

年
春
二
月
中
旬
を
以
て
、
山
道
よ
り
京
に
上
る
。
将
門
は
具つ
ぶ
さに
此
の
言
を
聞
き
て
、
伴
類
に
告
げ
て
云
は
く
、「
讒ざ
ん
に
ん人
の
行
ひ
は
忠
人
の
己
が
上
に
在
る
こ

と
を
憎そ
ね

む
。
邪
悪
の
心
は
富
貴
の
我
が
身
に
先さ
き
だた

む
こ
と
を
嫐な
や

む
。
所い
は
ゆ
る謂

、
蘭ら
ん
く
わ花

は
茂も

か
ら
む
と
欲お
も

ふ
も
秋し
う
ふ
う風

之こ
れ

を
敗
る
。
賢
人
は
明め
い

な
ら
む
と
欲
ふ
も

讒
人
之
を
隠
す
。
今
、
件
の
貞
盛
は
、
将
門
が
会
稽
未
だ
遂
げ
ず
。
報
い
む
と
欲
ふ
も
忘
れ
難
し
。
若も

し
官
都
に
上
り
な
ば
、
将
門
の
身
を
讒
せ
む
か
。

如し

か
じ
、
貞
盛
を
追
ひ
停
め
て
之
を
蹂じ
う
り
ん躪
せ
む
に
は
」
と
。〔
一
〇　

将
門
貞
盛
、
信
濃
国
千
阿
川
の
合
戦
〕

［
此
後
、
掾
貞
盛
三
顧
己
身
、
立
身
修
徳
、
莫
過
於
忠
行
。
損
名
失
利
、
無
甚
於
邪
悪
。
清
廉
之
比
、
宿
於
蚫
室
、
羶
奎
之
名
、
取
於
同
烈
。
然
本
文
云
、
不
憂
前
生
貧
報
、

但
吟
悪
名
之
後
流
者
。
遂
巡
濫
悪
之
地
、
必
可
有
不
善
之
名
。
不
如
、
出
花
門
以
遂
上
花
城
、
以
達
身
。
加
之
、
一
生
只
如
隙
。
千
歳
誰
栄
。
猶
争
直
生
、
可
辞
盗
跡
。

苟
貞
盛
奉
身
於
公
、
幸
預
於
司
馬
烈
。
況
積
労
於
朝
家
、
弥
可
拝
朱
紫
之
衣
。
其
次
快
奏
身
愁
等
畢
。
以
承
平
八
年
春
二
月
中
旬
自
山
道
京
上
。
将
門
、
具
聞
此
言
、
告

伴
類
云
、
讒
人
之
行
憎
忠
人
之
在
己
上
。
邪
悪
之
心
嫐
富
貴
之
先
我
身
。
所
謂
、
蘭
花
欲
茂
秋
風
敗
之
。
賢
人
欲
明
讒
人
隠
之
。
今
、
件
貞
盛
、
将
門
会
稽
未
遂
、
欲
報

難
忘
。
若
上
官
都
、
讒
将
門
身
歟
。
不
如
、
追
停
貞
盛
蹂
躪
之
］　

一
一
二
字
／
二
三
七
字

（
３
︱
７
）
時
に
、新
皇
の
舎
弟
将
平
等
、窃ひ
そ

か
に
新
皇
に
挙
げ
て
云
は
く
、「
夫そ

れ
帝
王
の
業
は
智
を
以
て
競
ふ
べ
き
に
非
ず
。
復ま

た
力
を
以
て
争
ふ
べ
き
に
非
ず
。

昔
よ
り
今
に
至
る
ま
で
、
天
を
経た
て

と
し
地
を
緯ぬ
き

と
す
る
の
君
、
業
を
纂つ

ぎ
基も
と
ゐを

承う

く
る
の
王
、
此こ

れ
尤
も
蒼さ
う
て
ん天

の
与
ふ
る
所
な
り
。
何
ぞ
慥た
し

か
に
権
議
せ

ざ
ら
む
。
恐
ら
く
は
、物
の
譏そ
し

り
後
代
に
有
ら
む
か
。
努ゆ

め

ゆ

め

力
云
々
」
と
。
時
に
、新
皇
勅
し
て
云
は
く
、「
武
弓
の
術
は
、既
に
両
朝
を
助
く
。
還
く
わ
ん

箭ぜ
ん

の
功
は
、

且か
つ

短
命
を
救
ふ
。
将
門
も
苟い
や

く
も
兵
の
名
を
坂
東
に
揚
げ
、
合
戦
を
花く
わ
い夷
に
振
る
ふ
。
今
の
世
の
人
、
必
ず
撃
ち
て
勝
て
る
を
以
て
君
と
為な

す
。
縦
ひ
我

七
一

『
将
門
記
』
対
句
集
中
部
＝〈
描
写
慨
嘆
評
価
層
〉の
後
次
性



が
朝
に
非
ず
と
も
、
僉み
な

人
の
国
に
在
り
。
去
ん
ぬ
る
延
長
年
中
の
大た
い
し
や赦
契け
い

王
の
如
き
は
、
正
月
一
日
を
以
て
、
渤
海
国
を
討
ち
取
り
て
、
東
丹
国
と
改
め

て
領り
や
う
じ
や
う掌

せ
り
。
盍い
か
んぞ

力
を
以
て
虜り
よ
り

領や
う

せ
ざ
ら
む
や
。
加
し
か
の
み
な
ら
ず

以
、
衆
力
の
上
に
、
戦
ひ
討
つ
こ
と
功
を
経
た
り
。
山
を
越
え
む
と
欲お
も

ふ
の
心
憚
ら
ず
、
巌い
は
ほを

破

ら
む
と
欲お
も

ふ
の
力
弱
か
ら
ず
。
闘
ひ
に
勝
た
む
と
の
念お
も
ひは

、
高
祖
の
軍い
く
さを

凌し
の

ぐ
べ
し
。
凡お
よ

そ
八
国
を
領
せ
む
の
程
に
、
一
朝
の
軍
、
攻
め
来
た
ら
ば
、
足
柄
、

碓う
す
ひ氷
の
二
関
を
固
め
て
、
当ま
さ

に
坂
東
を
禦ふ
せ

ぐ
べ
し
。
然し
か

れ
ば
則す
な
はち
汝な
む
だ
ち曹
が
申
す
所
甚
だ
迂う

誕た
ん

な
り
」
て
へ
り
。
各い
さ
め叱
を
蒙か
う
ぶり
て
罷ま
か

り
去
れ
り
。
且か

つ
縦し
よ
う

容よ
う

の
次つ
い
でに

、
内な
い
じ
ゆ竪

伊い
わ
の
か
ず
つ
ね

和
員
経
、
謹
み
て
言ま
う

す
。「
争
ふ
臣
有
る
と
き
は
則す
な
はち

君
不
義
に
落
ち
ず
。
若も

し
此こ

の
事
を
遂
げ
ら
れ
ず
ば
、
国
家
の
危
ぶ
み
有
ら
む
。

所い
は
ゆ
る謂
天
に
違た
が

へ
る
と
き
は
則
ち
殃
わ
ざ
は
ひ

有
ら
む
。
王
に
背そ
む

く
と
き
は
、
則
ち
嘖い
さ
みを
蒙
る
。
願
は
く
は
新
天
、
耆ぎ

ば婆
の
諫い
さ
みを
信
じ
て
、
全
く
推す
い
し
つ悉
の
天て
ん
さ
い裁
を
賜た
ま

へ
」

て
へ
り
。
新
皇
勅
し
て
曰
く
、「
能
才
は
、
人
に
依
り
て
愆と
が

と
為
り
、
人
に
就
き
て
は
喜
び
と
為な

る
。
口
に
此こ

の
言
を
出
だ
せ
ば
、
駟し

ば馬
も
及
ば
ず
。
所ゆ

え以

に
言
に
出
し
て
遂
ぐ
る
こ
と
な
か
ら
む
や
。
略ほ
ぼ

議
を
敗
る
こ
と
は
汝
曹
が
無
心
の
甚
だ
し
き
な
り
」
て
へ
り
。
員
経
、
舌
を
巻
き
口
に
鉗ふ
ふ

む
で
黙
し
て
閑

居
せ
り
。
昔
、
秦し
ん

皇く
わ
うの
如
き
は
書ふ
み

を
焼
き
儒は
か
せを
埋
む
。
敢あ
へ

て
諫
む
べ
か
ら
ず
。〔
一
八　

舎
弟
将
平
の
諫
言
と
将
門
の
叛
乱
〕

［
于
時
、
新
皇
舎
弟
将
平
等
、
窃
挙
新
皇
云
、
夫
帝
王
之
業
非
可
以
智
競
。
復
非
可
以
力
争
。
自
昔
至
今
、
経
天
緯
地
之
君
、
纂
業
承
基
之
王
、
此
尤
蒼
天
之
所
与
也
。
何

慥
不
権
議
。
恐
有
物
譏
於
後
代
。
努
力
云
々
。
于
時
、
新
皇
勅
云
、
武
弓
之
術
、
既
助
両
朝
。
還
箭
之
功
、
且
救
短
命
。
将
門
苟
揚
兵
名
於
坂
東
、
振
合
戦
於
花
夷
。
今

世
之
人
、
必
以
撃
勝
為
君
。
縦
非
我
朝
、
僉
在
人
国
。
如
去
延
長
年
中
大
赦
契
王
、
以
正
月
一
日
、
討
取
渤
海
国
、
改
東
丹
国
領
掌
也
。
盍
以
力
虜
領
哉
。
加
以
、
衆
力

之
上
、
戦
討
経
功
也
。
欲
越
山
之
心
不
憚
、
欲
破
巌
之
力
不
弱
。
勝
闘
之
、
念
可
凌
高
祖
之
軍
。
凡
領
八
国
之
程
、
一
朝
之
軍
、
攻
来
者
、
足
柄
、
碓
氷
固
二
関
、
当
禦
坂
東
。

然
則
汝
曹
所
申
甚
迂
誕
也
者
。
各
蒙
叱
罷
去
也
。
且
縦
容
之
次
、
内
竪
伊
和
員
経
、
謹
言
。
有
争
臣
則
、
君
不
落
不
義
。
若
不
被
遂
此
事
者
、
有
国
家
之
危
。
所
謂
違
天

則
有
殃
。
背
王
、
則
蒙
噴
。
願
新
天
、
信
耆
婆
之
諫
、
全
賜
推
悉
之
天
裁
者
。
新
皇
勅
曰
、
能
才
、
依
人
為
愆
、
就
人
為
喜
。
口
出
此
言
、
不
及
駟
馬
。
所
以
出
言
無
遂
哉
。

略
敗
議
汝
曹
無
心
甚
也
者
。
員
経
、
巻
舌
鉗
口
黙
而
閑
居
。
昔
、
如
秦
皇
焼
書
埋
儒
。
敢
不
可
諫
矣
］　

八
七
字
／
三
五
八
字

（
３
︱
８
）
貞
盛
は
、
天
を
仰
ぎ
て
云
は
く
、「
私
の
賊
は
則
ち
雲
の
上
の
電
の
如
し
。
公
お
ほ
や
けの

従じ
ゆ
うは

則
ち
厠か
は
やの

底
の
虫
の
如
し
。
然
れ
ど
も
私
の
方
に
は
法
な
し
。

公
の
方
に
は
天
有
り
。
三
千
の
兵
類
は
、
慎
み
て
面お
も
てを
帰
す
こ
と
勿な
か

れ
」
て
へ
り
。〔
二
一　

押
領
使
藤
原
秀
郷
、
登
場
〕

［
貞
盛
、
仰
天
云
、
私
之
賊
則
如
雲
上
之
電
。
公
之
従
則
如
厠
底
之
虫
。
然
而
私
方
無
法
。
公
方
有
天
。
三
千
兵
類
、
慎
而
勿
帰
面
者
］　

二
六
字
／
四
三
字

　

叙
事
的
要
素
（
日
時
、人
名
、地
名
等
＝
ゴ
シ
ッ
ク
体
）
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
、右
の
部
分
が
存
在
し
な
け
れ
ば
『
将
門
記
』
が
物
語
と
し
て
成
り
立
た
な
い
。

物
語
の
展
開
に
関
与
す
る
部
分
で
あ
る
。
同
時
に
ア
ミ
カ
ケ
部
分
の
よ
う
に
対
句
表
現
も
多
く
用
い
ら
れ
て
い
て
、
散
文
的
表
現
と
韻
文
的
表
現
と
が
融
合
し
て

國
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二



い
る
。（
３
︱
１
）
～
（
３
︱
８
）
の
全
文
字
数
に
お
け
る
対
句
表
現
の
占
有
率
は
、
三
六
・
一
％
で
あ
る
（
四
六
一
字
／
一
二
七
八
字
）。
ざ
っ
く
り
い
え
ば
、
散
文

の
中
に
三
分
の
一
程
度
の
対
句
が
不
可
分
の
か
た
ち
で
織
り
込
ま
れ
て
い
る
部
分
が
、
対
句
散
在
部
の
典
型
的
な
姿
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

じ
つ
は
右
に
挙
げ
た
例
も
一
様
で
は
な
く
、
対
句
不
在
部
に
対
句
集
中
部
が
浸
潤
し
た
た
め
に
見
た
目
に
は
対
句
散
在
部
に
見
え
て
し
ま
っ
て
い
る
も
の
と
、

も
と
も
と
一
個
の
表
現
主
体
が
多
少
の
対
句
表
現
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
散
文
的
に
書
い
た
と
認
め
ら
れ
る
対
句
散
在
部
と
が
あ
る
。
そ
の
判
別
自
体
も
大
き
な
課

題
で
あ
る
の
で
、
別
稿
で
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

　

右
の
中
に
は
『
将
門
記
』
の
全
体
的
な
枠
組
み
に
関
わ
る
部
分
や
ジ
ョ
イ
ン
ト
的
な
部
分
も
あ
り
、そ
れ
ら
は
物
語
と
し
て
の
成
立
に
不
可
欠
な
部
分
で
あ
る
。

ま
た
、（
３
︱
５
）
～
（
３
︱
８
）
の
よ
う
に
会
話
文
・
心
話
文
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。

　

本
節
の
ま
と
め
と
し
て
、『
将
門
記
』
の
三
種
類
の
典
型
的
文
体
に
お
け
る
対
句
表
現
の
占
有
率
を
表
に
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
（
こ
れ
は
、
各
文
体
の
相
違

を
明
示
す
る
た
め
に
典
型
例
を
集
計
し
た
も
の
で
し
か
な
く
、
典
型
例
に
準
ず
る
部
分
が
存
在
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
）。

　　
対
句
密
度
に
注
目
し
た
分
類

（
重
層
構
造
の
観
点
か
ら
の
分
類
）

典
型
引
用
文
の

全
文
字
数

対
句
表
現
の

文
字
数

対
句
表
現
の

占
有
率

叙
事
的
表
現

（
日
時
・
人
名
・
地
名
）

　
　
　 

の
濃
淡

対
句
不
在
部
＝〈
経
緯
叙
述
層
〉

対
句
散
在
部
＝〈
展
開
創
出
層
〉

対
句
集
中
部
＝〈
描
写
慨
嘆
評
価
層
〉

多
い

あ
る

ご
く
ま
れ

八
三
〇
字

一
二
七
八
字

一
一
二
九
字

四
八
字

四
六
一
字

一
〇
四
六
字

５
・
８
％

36
・
１
％

92
・
３
％

七
三

『
将
門
記
』
対
句
集
中
部
＝〈
描
写
慨
嘆
評
価
層
〉の
後
次
性



三　

対
句
集
中
部
＝〈
描
写
慨
嘆
評
価
層
〉の
後
次
性—

—

〈
部
〉か
ら〈
層
〉へ—
—

　

対
句
表
現
は
文
字
数
や
韻
律
を
揃
え
る
も
の
で
あ
り
、
詩
的
な
表
現
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
事
件
展
開
を
淡
々
と
叙
述
す
る
歴
史
叙
述
に
そ
れ
が
現
出
す
る
と
、

前
後
の
叙
述
と
噛
み
合
わ
な
い
部
分
が
出
て
来
る
の
も
当
然
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
節
で
は
、『
将
門
記
』
の
対
句
集
中
部
が
お
そ
ら
く
後
補
さ
れ
た
も
の
で
あ

ろ
う
と
い
う
こ
と
（
し
か
も
数
段
階
想
定
さ
れ
る
『
将
門
記
』
の
形
成
過
程
に
お
け
る
最
終
段
階
に
近
い
と
こ
ろ
で
）
を
指
摘
す
る
。

（
４
︱
１
）
然し
か

る
間
、
妾め

が
舎
弟
等
、
謀
を
成
し
て
、
九
月
十
日
を
以
て
、
窃ひ
そ

か
に
豊
田
郡
に
還か
へ

り
向
は
し
む
。

　
　

既
に
同ど
う

気き

の
中
を
背
き
て
、
本
夫
の
家
に
属つ

く
。
譬た
と

へ
ば
遼れ
う
と
う東
の
女
の
夫
に
随
ひ
て
父
が
国
を
討
た
し
む
る
が
若ご
と

し
。

　
　

件
の
妻め

は
、
同
気
の
中
を
背
き
て
、
夫
の
家
に
逃
げ
帰
る
。〔
七　

平
良
兼
の
襲
撃
〕

　

こ
こ
に
は
対
句
が
一
組
し
か
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
〝
集
中
〟〝
畳
み
か
け
〟
と
は
言
い
難
い
の
だ
が
、「
譬
へ
ば
～
」
の
部
分
が
上
の
対
句
内
容
の
言
い
換
え

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
こ
ま
で
含
め
て
囲
み
罫
の
よ
う
に
対
句
集
中
部
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
（
第
四
節
１
）。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
対
句
集
中
部
の
「
同
気
の
中

を
背
き
て
、
本
夫
の
家
に
属
く
」
と
次
の
対
句
不
在
部
（
非
対
句
表
現
）
の
「
同
気
の
中
を
背
き
て
、
夫
の
家
に
逃
げ
帰
る
」
が
重
複
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
原
文
で
確

認
し
て
み
る
と
、
前
者
は
「
背
同
気
之
中
／
属
本
夫
（
之
）
家
」
と
対
句
に
な
っ
て
い
る
の
に
た
い
し
て
、
後
者
は
「
背
同
気
之
中
、
逃
帰
於
夫
家
」
と
動
詞
の
字
数
が

異
な
る
し
（「
背
」
一
字
と
「
逃
帰
」
二
字
）、
上
句
に
は
な
い
「
於
」
が
下
句
に
あ
る
な
ど
対
句
の
意
識
が
な
い
。
後
者
も
文
字
数
と
し
て
は
五
字
対
句
で
あ
る
よ
う
に
見

え
る
が
、
妻
に
主
体
が
あ
り
、
そ
の
妻
が
親
族
の
も
と
を
離
れ
て
夫
将
門
の
も
と
に
向
か
う
と
い
う
動
線
が
表
現
さ
れ
て
い
る
（
動
態
的
）。
と
こ
ろ
が
前
者
で
は
、
空

の
上
か
ら
妻
を
俯
瞰
す
る
よ
う
に
し
て
、
親
族
の
も
と
を
離
れ
た
こ
と
と
、
夫
将
門
の
も
と
に
戻
っ
た
こ
と
と
を
二
項
対
立
的
に
表
現
し
て
い
る
（
静
態
的
）。

　

文
字
数
が
揃
っ
て
い
る
か
否
か
と
い
う
外
形
的
な
問
題
で
は
な
く
、
対
象
の
捉
え
方
が
質
的
に
異
な
る
の
だ
。
こ
の
よ
う
な
重
複
表
現
が
一
個
の
実
体
作
者
に

よ
っ
て
一
筆
書
き
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
た
も
の
と
は
考
え
難
い
。
展
開
（
物
語
の
流
れ
）
を
表
現
し
え
て
い
な
い
対
句
集
中
部
は
後
次
段
階
で
付
加
さ
れ
た
も
の
と

考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

（
４
︱
２
）
イ
仍よ
つ

て
将
門
は
告
人
よ
り
以
前
に
、
同
年
十
月
十
七
日
、
火
急
に
上
道
す
。
便
ち
公く

庭て
い

に
参
り
て
、
具つ
ぶ
さに
事
の
由
を
奏
す
。
幸
ひ
に
天
判
を
蒙か
う
ぶり
て
、

　
　

検け

び

ゐ

し

非
違
使
所ど
こ
ろに
於
て
略
問
せ
ら
る
る
に
、
允ま
こ
とに
理
務
に
堪
へ
ず
と
雖
も
、
仏
神
の
感
有
り
て
、
相
論
ず
る
に
理
の
如
し
。

　

Ａ
何
ぞ
況い
は

む
や
、
一
天
の
恤め
ぐ

み
の
上
に
百
官
の
顧か
へ
りみ
有
り
。
犯
す
所
軽
き
に
准な
ぞ
らへ
て
、
罪
過
重
か
ら
ず
。
兵
つ
は
も
のの
名
を
畿
内
に
振
ひ
、
面め
ん
ぼ
く目
を
京
中
に
施
す
。
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Ｂ
経け
い

廻く
わ
いの
程
に
、
乾け
ん
と
く徳
詔
を
降く
だ

し
、
鳳ほ
う
れ
き暦
已
に
改
ま
る
。〈
原
注
７
〉
故
に
松
の
色
は
千
年
の
緑
を
含
み
、
蓮は
す

の
糸
は
十
善
の
蔓
を
結
ぶ
。
方ま
さ

に
今
、
万ば
ん

姓せ
い

の
重

　
　

き
荷
は
大
赦
に
軽
め
ら
れ
、
八は
ち

虐ぎ
や
くの

大
な
る
過
ち
は
犯
人
に
浅
め
ら
る
。

　

ロ
将
門
幸
ひ
に
此
の
仁
風
に
遇あ

ひ
て
、
承
平
七
年
四
月
七
日
の
恩
詔
に
依
り
て
、
罪
の
軽
重
な
し
。

　

Ｃ
悦
び
の
靨え
く
ぼを
春
花
に
含
み
、
還く
わ
ん

向か
う

を
仲ち
ゆ
う

夏か

に
賜た
ま

ふ
。
忝
か
た
じ
け
なく
も
燕
丹
の
遑い
と
まを
辞
し
て
、
終つ
ひ

に
島た
う
し子
の
墟さ
か
ひに
帰
る
。〈
原
注
８
〉
所い
は
ゆ
る謂
、
馬
に
北ほ
く
ふ
う風
の
愁
ひ
有
り
。

　
　

鳥
に
南な
ん

枝し

の
悲
し
び
有
り
。
何
ぞ
況い
は

む
や
、
人
倫
の
思
ひ
に
於
て
何い
づ
れか

懐く
わ
い

土ど

の
情こ
こ
ろな

か
ら
む
や
。

　

ハ
仍
て
同
年
五
月
十
一
日
を
以
て
、
早
に
都
洛
を
辞
し
て
、
弊
宅
に
着
く
。〔
六　

将
門
上
洛
、
恩
赦
に
よ
り
帰
国
〕

　

イ
〜
ハ
が
対
句
不
在
部
、
Ａ
〜
Ｃ
が
対
句
集
中
部
で
あ
る
。
右
は
、
源
護
ら
の
訴
え
に
よ
っ
て
将
門
が
朝
廷
に
出
頭
す
る
と
こ
ろ
で
、
冒
頭
の
対
句
不
在
部
イ

と
対
句
集
中
部
Ａ
は
、
明
ら
か
に
異
質
で
あ
る
。
イ
で
は
、「
相
論
ず
る
に
理
の
如
し
」
と
あ
っ
て
、
将
門
の
言
い
分
が
認
め
ら
れ
た
（
源
護
の
敗
訴
）
と
い
う
文

脈
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
Ａ
で
は
、「
犯
す
所
軽
き
に
准
へ
て
、
罪
過
重
か
ら
ず
」「
万
姓
の
重
き
荷
は
大
赦
に
軽
め
ら
れ
、
八
虐
の
大
な
る
過
ち
は
犯
人
に
浅
め
ら

る
」
と
あ
っ
て
、
罪
は
あ
る
も
の
の
天
皇
の
恩
赦
に
よ
っ
て
許
さ
れ
た
と
い
う
文
脈
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
同
一
人
物
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
と
は
思
え
な
い
ほ
ど

の
隔
た
り
が
あ
る
。
見
極
め
を
さ
ら
に
細
か
く
す
れ
ば
、「
犯
す
所
軽
き
に
准
へ
て
、
罪
過
重
か
ら
ず
」（
軽
微
な
罪
で
あ
る
の
で
許
さ
れ
た
）
と
い
う
文
脈
と
、「
万

姓
の
重
き
荷
は
大
赦
に
軽
め
ら
れ
、八
虐
の
大
な
る
過
ち
は
犯
人
に
浅
め
ら
る
」（
重
罪
で
は
あ
る
が
恩
赦
に
よ
っ
て
許
さ
れ
た
）と
す
る
文
脈
も
異
質
で
あ
る
。
Ａ
の「
兵

の
名
を
畿
内
に
振
ひ
、
面
目
を
京
中
に
施
す
」
は
将
門
に
た
い
し
て
肯
定
的
な
評
価
を
語
っ
て
い
る
の
で
、
囲
み
罫
Ａ
が
ひ
と
ま
と
ま
り
で
、
王
権
を
寿
ぐ
内
容

を
も
つ
囲
み
罫
Ｂ
が
別
の
ひ
と
ま
と
ま
り
だ
ろ
う
。
Ｂ
に
「
乾
徳
詔
を
降
し
、
鳳
暦
已
に
改
ま
る
」
と
改
元
記
事
が
あ
っ
て
外
せ
な
い
よ
う
に
み
え
る
（
叙
事
的

で
対
句
不
在
部
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
）
が
、
こ
こ
は
承
平
六
年
十
月
十
七
日
→
承
平
七
年
四
月
四
日
と
「
承
平
」
で
連
続
し
て
い
て
改
元
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。

先
行
研
究
で
も
こ
の
不
自
然
さ
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、こ
れ
は
改
元
に
よ
る
恩
赦
で
は
な
く
、朱
雀
帝
元
服
に
伴
う
恩
赦
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る（
平
凡
社
東
洋
文
庫
、

小
学
館
日
本
古
典
文
学
全
集
等
）。
要
す
る
に
、
対
句
不
在
部
と
同
一
人
物
が
こ
こ
を
連
続
し
た
意
識
で
書
い
て
い
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
起
き
な
か
っ
た
は
ず

で
、
こ
の
対
句
集
中
部
が
後
次
的
に
付
加
さ
れ
た
根
拠
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
齟
齬
を
き
た
し
て
ま
で
付
加
し
た
の
は
、『
将
門
記
』
の
後
次
層
で
こ
と
さ
ら
王
権
を
擁
護
す

る
指
向
を
強
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
）。

　

次
に
、対
句
の
存
在
し
な
い
対
句
不
在
部
ロ
を
挟
ん
で
対
句
集
中
部
Ｃ
が
現
れ
る
。
対
句
不
在
部
ロ
は
小
学
館
本
で
は「
罪
に
軽
重
な
く
」と
訓
読
し
て
い
る
が
、

も
ち
ろ
ん
「
罪
に
軽
重
な
し
」
と
切
っ
て
も
よ
い
。『
太
平
記
』
巻
二
「
俊
基
朝
臣
再
関
東
下
向
事
」
の
「
罪
の
軽
重
を
糺
す
」
の
用
例
か
ら
す
る
と
、お
そ
ら
く
「
罪
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の
軽
重
を
糺
す
」
で
裁
判
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
。『
将
門
記
』
の
舌
足
ら
ず
な
表
現
の
類
型
（
た
と
え
ば
「
会
稽
の
恥
辱
」
で
は
な
く
「
会
稽
」
の
み
で
〝
恥
〟
の
意
味
で

使
用
す
る
な
ど
表
現
が
拡
大
用
法
的
で
飛
躍
ぎ
み
）
か
ら
す
る
と
、
こ
こ
は
「
罪
の
軽
重
な
し
」
と
訓
読
し
て
、
裁
判
さ
え
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
意
味
ら
し
い
。
こ

の
よ
う
に
解
読
で
き
て
く
る
と
、
対
句
不
在
部
イ
の
「
検
非
違
使
所
に
於
て
略
問
せ
ら
る
る
に
」
と
直
結
す
る
。
つ
ま
り
、
検
非
違
使
所
に
お
け
る
「
略
問
」
だ

け
で
将
門
の
冤
罪
は
晴
ら
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
帝
の
「
恩
詔
」
に
よ
っ
て
裁
判
の
終
結
が
宣
言
さ
れ
た
よ
う
だ
（
将
門
が
半
年
も
在
京
し
た
の
は
裁
判
の
た
め
で
は
な
く

藤
原
忠
平
邸
に
勤
仕
し
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
、
地
方
の
こ
の
程
度
の
訴
え
で
半
年
も
在
京
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
が
な
い
）。

　

こ
の
よ
う
に
、〝
改
元
に
伴
う
恩
赦
で
将
門
の
大
罪
が
赦
さ
れ
た
〟
と
い
う
文
脈
（
対
句
集
中
部
Ｂ
）
が
前
後
の
文
脈
（
暦
時
間
）
か
ら
浮
い
て
い
る
と
い
う
こ
と

と
、そ
の
前
後
の
文
脈
が
対
句
集
中
部
を
除
外
し
て
こ
そ
繋
が
る
（
対
句
不
在
部
の
イ
→
ロ
）
こ
と
か
ら
、対
句
集
中
部
が
後
次
的
に
（
し
か
も
二
段
階
に
わ
た
っ
て
）

挿
入
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。

　

対
句
集
中
部
Ｃ
も
、
こ
こ
に
存
在
す
べ
き
必
然
性
が
希
薄
で
あ
る
。「
春
花
」「
仲
夏
」
の
季
節
表
現
は
前
後
の
「
四
月
七
日
」「
五
月
十
一
日
」
に
触
発
さ
れ

て
繰
り
出
さ
れ
た
表
現
だ
ろ
う
し
、「
島
子
の
墟
に
帰
る
」（
久
し
ぶ
り
に
故
郷
に
帰
る
）、
故
郷
を
思
慕
す
る
北
風
南
枝
の
故
事
、「
懐
土
の
情
」
も
、
次
の
対
句
不

在
部
ハ
の
「
都
洛
を
辞
し
て
、
弊
宅
に
着
く
」
へ
の
接
続
を
意
識
し
た
表
現
だ
ろ
う
。

　

い
ま
こ
こ
に
挙
げ
た
例
は
、
対
句
集
中
部
が
明
ら
か
に
前
後
の
文
脈
と
矛
盾
し
て
い
た
り
浮
い
て
い
た
り
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
以
外
の
対
句
集
中
部
も
す

べ
て
、
前
後
の
対
句
不
在
部
や
対
句
散
在
部
の
文
脈
と
内
容
的
に
重
複
し
て
お
り
、
そ
れ
が
な
い
と
文
脈
が
つ
な
が
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
な
い（
２
）。
こ
れ
は
、
対

句
集
中
部
が
、『
将
門
記
』
の
根
幹
を
な
す
部
分
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
対
句
集
中
部
が
後
補
さ
れ
た
も
の
だ
と
し
て
も
、
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
た
の
か
に
つ
い
て
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
興

味
深
い
事
例
が
二
例
あ
る
。

　

貞
盛
三
顧
の
う
ち
の
一
顧
目
に
あ
る
「
而
し
て
孀
母
堂
に
在
り
、
子
に
非
ず
ば
誰
か
養
は
む
。
田
地
数
有
り
、
我
に
非
ず
ば
誰
か
領
せ
む
」〔
孀
母
在
堂
、
非
子

誰
養
／
田
地
数
有
、
非
我
誰
領
〕
は
対
句
集
中
部
だ
が
、
文
脈
上
、
現
状
よ
り
も
少
し
前
に
位
置
し
て
い
な
け
れ
ば
不
自
然
で
あ
る
〔
野
中
（
二
〇
一
八
ｃ
）〕。
ま
た
、

武
蔵
紛
争
記
事
に
お
い
て
、
対
句
集
中
部
で
は
な
い
も
の
の
、
そ
れ
と
同
様
に
後
補
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
会
話
文
で
、
そ
れ
を
補
入
す
べ
き
位
置
の
錯
誤
が

発
生
し
て
い
る
〔
野
中
（
二
〇
一
八
ａ
）〕。
こ
の
よ
う
な
位
置
の
錯
誤
が
生
じ
る
と
い
う
こ
と
は
、『
将
門
記
』
の
形
成
過
程
に
お
い
て
、
天
側
の
余
白
（
注
釈
書
で

頭
注
を
付
す
部
分
）
に
記
さ
れ
て
い
た
文
章
が
本
文
に
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
本
来
位
置
す
べ
き
と
こ
ろ
か
ら
大
き
く
逸
れ
て
い
る
わ
け
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で
は
な
い
も
の
の
、
数
行
程
度
の
ず
れ
を
生
じ
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
頭
注
の
よ
う
に
欄
外
に
記
さ
れ
て
い
た
一
文
が
、
次
の
転
写
段
階
で
本
文
に
組
み
入
れ
ら

れ
る
際
に
錯
誤
が
生
じ
た
と
想
定
す
る
の
が
も
っ
と
も
妥
当
で
あ
る
。『
保
元
物
語
』
の
文
保
本
か
ら
半
井
本
へ
の
変
容
プ
ロ
セ
ス
の
よ
う
に
、
行
間
に
書
き
こ

ま
れ
た
章
句
が
次
の
転
写
段
階
で
本
文
に
組
み
こ
ま
れ
た
の
と
は
事
情
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

本
稿
冒
頭
で
見
通
し
を
述
べ
た
よ
う
に
、
対
句
集
中
部
＝
〈
描
写
慨
嘆
評
価
層
〉
が
後
次
段
階
で
追
補
さ
れ
た
も
の
だ
と
す
る
と
、
そ
れ
を
取
り
除
い
た
テ
ク

ス
ト
が
一
段
階
前
の
『
将
門
記
』
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
異
質
な
文
体
と
い
う
観
点
か
ら
着
手
し
た
分
析
作
業
は
、
テ
ク
ス
ト
内
の
そ
れ
ぞ
れ
の
〈
部
〉（
部
分
）

と
い
う
観
点
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
〈
層
〉
と
し
て
み
る
見
方
へ
と
進
ん
で
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

　

四　

対
句
集
中
部
＝〈
描
写
慨
嘆
評
価
層
〉の
性
質

　　

本
稿
で
指
摘
す
べ
き
も
っ
と
も
重
要
な
点
は
、
前
節
ま
で
に
指
摘
し
終
え
た
。
本
節
以
降
は
、
対
句
集
中
部
の
性
質
を
よ
り
細
か
く
検
討
し
て
お
き
た
い
。
と

い
う
の
は
、
本
節
で
述
べ
る
よ
う
な
対
句
集
中
部
の
性
格
が
、
こ
れ
ほ
ど
横
断
的
に
一
貫
し
て
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
一
つ
の
〈
層
〉
と
認
定
し
う
る
根
拠
に
も

な
る
（
前
節
で
指
摘
し
た
対
句
集
中
部
の
数
か
所
だ
け
が
後
補
な
の
で
は
な
く
、
横
つ
な
が
り
の
全
体
を
〈
層
〉
と
し
て
引
き
は
が
し
う
る
と
い
う
こ
と
）。
文
体
上
の
特
徴
を
有
し
た

一
つ
の
〈
層
〉
と
一
個
の
認
識
（
歴
史
認
識
や
人
物
評
価
）
と
が
対
応
す
る
と
い
う
考
え
か
た
で
あ
る
（
親
将
門
的
だ
と
か
反
将
門
的
だ
と
か
）。

　

加
え
て
、〝
対
句
集
中
部
と
は
い
か
な
る
も
の
か
〟
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
こ
と
は
、今
後
の
他
の
層
（
対
句
不
在
部
や
対
句
散
在
部
）
と
の
見
極
め
（
位
相
差
の
確
認
）

の
際
に
役
立
つ
。
本
節
で
は
、
対
句
集
中
部
＝
〈
描
写
評
価
慨
嘆
層
〉
の
内
実
を
、《
比
喩
表
現
・
典
故
引
用
》《
慨
嘆
句
・
厭
戦
表
現
》《
公
私
善
悪
規
定
評
語
》

に
分
け
て
示
す
。

１　
《
比
喩
表
現
・
典
故
引
用
》
と
の
親
和
性

　
『
将
門
記
』
に
は
「
所
謂
」「
譬
へ
ば
」「
～
の
如
し
」
の
類
の
比
喩
表
現
が
少
な
く
な
い
。
ま
た
、漢
籍
の
典
故
（
中
国
人
名
を
含
む
）
を
引
用
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

そ
れ
ら
は
、
対
句
集
中
部
に
み
ら
れ
る
。

七
七

『
将
門
記
』
対
句
集
中
部
＝〈
描
写
慨
嘆
評
価
層
〉の
後
次
性



（
６
︱
１
）
道
を
知
る
の
者
は
弦つ
る

の
如
く
徹と
ほ

り
出
づ
。
未
だ
知
ら
ざ
る
者
は
車
の
如
く
に
旋ま

ひ
廻め
ぐ

る
。〔
二
一　

押
領
使
藤
原
秀
郷
、
登
場
〕

（
６
︱
２
）
貞
盛
は
、
天
を
仰
ぎ
て
云
は
く
、「
私
の
賊
は
則
ち
雲
の
上
の
電
の
如
し
。
公
お
ほ
や
けの

従じ
ゆ
うは

則
ち
厠か
は
やの

底
の
虫
の
如
し
。〔
二
一　

押
領
使
藤
原
秀
郷
、
登
場
〕

（
６
︱
３
）
各
々
李
陵
王
の
臆む
ね

を
募
り
、
皆
死
生
決
の
励
を
成
す
。〔
二
一　

押
領
使
藤
原
秀
郷
、
登
場
〕

（
６
︱
４
）
哀
し
き
哉
、
新
皇
の
敗
徳
の
悲
し
び
、
滅め
つ

身し
ん

の
歎
き
、
譬
へ
ば
開
か
む
と
欲
す
る
の
嘉か

禾く
わ

の
早
く
萎し
ぼ

み
、
将ま
さ

に
耀か
か
やか
む
と
す
る
の
桂け
い
げ
つ月
の
兼
ね
て
隠

る
る
が
若ご
と

し
。〈
原
注
27
〉　

左さ

伝で
ん

に
云
は
く
、「
徳
を
貪む
さ
ぼり

て
公
お
ほ
や
けを

背そ
む

く
は
、
宛あ
た
かも

威ゐ

を
馮た
の

み
て
鉾ほ
こ

を
践ふ

む
の
虎
の
如
し
」
と
。
故
に
書し
よ

に
云
は
く
、「
少
人

は
才
を
得
て
用
ゐ
難
く
、悪
人
は
徳
を
貪
り
て
護
り
叵が
た

し
」
と
。
所い
は
ゆ
る謂
、「
遠
き
慮
お
も
ん
ぱ
かり
な
く
ば
近
き
憂
へ
有
り
」
と
い
ふ
は
、若も

し
く
は
之こ
れ

を
謂
へ
る
か
。〔
二
四

将
門
の
死
を
傷
む
〕

（
６
︱
５
）
声
を
揚
げ
て
告
げ
て
云
ふ
、「
昔
聞
き
し
か
ば
、
由ゆ
き
う弓　

　
　
　

は
爪
を
楯
と
し
て
、
以
て
数
万
の
軍い
く
さに

勝
ち
き
。
子し

柱ち
ゆ
う　

　
　
　

は
針
を
立
て
て
、

以
て
千せ
ん
か
う交
の
鉾ほ
こ

を
奪
ひ
き
。
況い
は

む
や
李
陵
王
の
心
有
る
を
や
。
慎
む
で
汝
等
面
を
帰
す
こ
と
勿な
か

れ
」
と
。
将
門
眼ま
な
こを
張
り
歯
を
嚼か

む
で
、
進
み
て
以
て
撃

ち
合
ふ
。
時
に
、
件
の
敵
等
は
楯
を
棄
て
雲
の
如
く
に
逃
げ
散
る
。
将
門
は
馬
に
羅か
か

り
て
風
の
如
く
に
追
ひ
攻
む
。
之こ
れ

を
遁の
が

る
る
者
は
、
宛さ
な
がら

猫
に
遇
へ

る
鼠
の
穴
を
失
へ
る
が
如
し
。
之
を
追
ふ
者
は
、
譬
へ
ば　

を
攻
む
る
鷹
の
韝
た
か
た
ぬ
きを

離
る
る
が
如
し
。〔
九　

将
門
の
駆
使
子
春
丸
の
裏
切
〕

（
６
︱
６
）
其
の
日
、
将
門
急に
は
かに
脚
病
を
労い
た
はり
て
、
事
毎
に
朦も
う
も
う々

た
り
。
未
だ
幾
い
く
ば
くも
合
戦
せ
ざ
る
に
、
伴
類
算
の
如
く
打
ち
散
り
ぬ
。
⑩
遺
る
所
の
民
家
、
仇あ
た

の

為
に
皆
悉
く
焼
け
亡
び
ぬ
。
郡
中
の
稼か
し
よ
く稷
、人
馬
は
共
に
損
害
せ
ら
れ
ぬ
。
所
謂
、「
千
人
屯む
ら
がれ
ぬ
処
に
は
草
木
倶と
も

に
彫し
ぼ

む
」
と
は
、た
だ
斯こ
れ

を
云
ふ
か
。〔
七

　

平
良
兼
の
襲
撃
〕

　
（
６
︱
３
）
や
（
６
︱
５
）
の
中
国
人
名
が
出
る
と
こ
ろ
は
、「
誰
々
の
よ
う
に
」
と
準
え
る
意
識
で
そ
の
名
を
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、「
所
謂
」
や
「
譬

へ
ば
」
の
よ
う
な
指
標
語
が
存
在
し
な
く
て
も
、
一
種
の
比
喩
表
現
だ
と
い
っ
て
よ
い
。
対
句
の
頻
出
す
る
と
こ
ろ
は
、
対
象
を
何
度
も
捉
え
返
し
、
手
を
変
え

品
を
変
え
表
現
し
直
す
の
で
、
比
喩
表
現
も
出
や
す
い
の
だ
ろ
う
。
対
句
集
中
部
と
、
比
喩
表
現
や
典
故
表
現
と
の
親
和
性
が
あ
る
よ
う
だ
。
比
喩
や
典
故
（
中

国
人
名
を
含
む
）
は
対
句
表
現
の
中
か
、
対
句
に
挟
ま
れ
る
部
分
に
し
か
出
て
こ
な
い
こ
と
も
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

き
じ 〈

原
注
15
〉

〈
原
注
16
〉
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２　
《
慨
嘆
句
・
厭
戦
表
現
》
と
の
親
和
性

　

戦
禍
に
遭
っ
た
村
々
や
人
々
に
表
現
主
体
が
感
情
移
入
し
て
悲
嘆
す
る
こ
と
が
多
い
。
も
と
も
と
対
句
と
は
詩
的
表
現
で
あ
る
か
ら
、
感
情
表
現
と
親
和
性
が

強
い
も
の
で
あ
る
。『
将
門
記
』
に
お
い
て
は
、「
哀
し
き
哉
」「
哀
し
き
は
」「
口
惜
し
き
哉
」「
憐
れ
む
べ
し
」「
哀
れ
む
べ
し
」「
悲
し
む
べ
し
」「
鳴
呼
哀
し
き

哉
」「
何
ぞ
人
を
謂
は
む
や
、
何
ぞ
天
を
恨
み
む
や
」「
痛
し
き
か
な
」
と
い
う
慨
嘆
句
（
も
っ
と
も
強
い
感
情
の
吐
露
）
が
一
三
例
あ
る
が
、
次
の
よ
う
に
す
べ
て
対

句
集
中
部
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
７
︱
１
）
哀
し
き
哉
、
男
女
は
火
の
為
に
薪ま
き

と
成
り
ぬ
。
珍
財
は
他ひ
と

の
為
に
分
か
つ
と
こ
ろ
と
成
り
ぬ
。〔
二　

将
門
、
扶
等
に
反
撃
〕

（
７
︱
２
）（
貞
盛
の
心
中
）
但
し
哀
し
き
は
、
亡
父
の
空
し
く
泉
路
の
別
れ
を
告
げ
、
存そ
ん

母ぼ

の
独
り
山
野
の
迷
ひ
を
伝
ふ
を
。〔
三　

貞
盛
の
悲
嘆
〕

（
７
︱
３
）
烏あ

あ呼
哀
し
き
哉
、
布
の
冠
か
う
ぶ
りを
緑
の
髪
に
着
け
、
菅す
げ

の
帯
を
藤
の
衣
に
結
ふ
。〔
三　

貞
盛
の
悲
嘆
〕

（
７
︱
４
）
何
ぞ
況
む
や
、
一
天
の
恤め
ぐ

み
の
上
に
百
官
の
顧
み
有
り
。〔
六　

将
門
上
洛
、
恩
赦
に
よ
り
帰
国
〕

（
７
︱
５
）
之こ
れ

を
謂い

ふ
に
口
惜
し
き
か
な
、
幾
千
の
舎
宅
を
焼
く
。
之こ
れ

を
想
ふ
に
哀
れ
む
べ
し
、
何
万
の
稲
穀
を
滅
ぼ
す
。〔
八　

将
門
、
弓
袋
山
の
反
撃
〕

（
７
︱
６
）
憐
れ
む
べ
し
、
別
駕
は
紅
く
れ
な
ゐの
涙
を
緋あ
け

の
襟く
び

に
捫の
ご

ふ
。
悲
し
む
べ
し
、
国
吏
は
二
の
膝
を
泥こ
ひ
ぢの
上
に
跪
ひ
ざ
ま
づく
。〔
一
四　

将
門
と
国
庁
の
激
突
〕

（
７
︱
７
）（
下
野
守
の
心
中
）
鳴あ

あ呼
哀
し
き
哉
、
鶏け
い

儀ぎ

未
だ
旧ふ

り
ざ
る
に
、
西
朝
に
飛
ぶ
。
亀き
つ
か
ふ甲

新
し
乍な
が

ら
、
東
岸
に
耗ほ
ろ

び
ぬ
」。〔
一
五　

将
門
、
坂
東
制
圧
へ
〕

（
７
︱
８
）
誰
か
図
ら
む
、
少
過
を
糺
さ
ず
し
て
大
害
に
及
ぶ
と
は
。〔
二
三　

将
門
、
北
山
に
亡
ぶ
〕

（
７
︱
９
）
哀
し
き
哉
、
新
皇
の
敗
徳
の
悲
し
び
、
滅め
つ

身し
ん

の
歎
き
、
譬
へ
ば
開
か
む
と
欲
す
る
の
嘉か

禾く
わ

の
早
く
萎し
ぼ

み
、
将ま
さ

に
耀か
か
やか
む
と
す
る
の
桂け
い
げ
つ月
の
兼
ね
て
隠

る
る
が
若ご
と

し
。〔
二
四　

将
門
の
死
を
傷
む
〕

（
７
︱
10
）
憐あ
は

れ
む
べ
し
、
先
づ
己お
の

が
身
を
滅
ぼ
し
て
、
後
に
他ひ
と

の
名
を
揚
ぐ
る
こ
と
を
。〔
二
六　

平
貞
盛
等
の
論
功
行
賞
〕

（
７
︱
11
）
痛
し
き
か
な
、
将
門
、
悪
を
造
り
し
時
は
伴ば
ん
る
い類
を
催
し
て
以
て
犯
し
き
。
報
い
を
受
く
る
の
日
は
諸
も
ろ
も
ろの
罪
を
蒙か
う
ぶり
て
以
て
独
り
苦
し
む
。〔
二
七
将
門
、

冥
界
の
消
息
〕

　
（
７
︱
１
）「
哀
し
き
哉
」
と
い
う
慨
嘆
句
は
、「
男
女
」
が
戦
火
に
焼
か
れ
た
り
、「
珍
財
」
が
略
奪
さ
れ
た
り
し
た
こ
と
に
つ
い
て
発
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
と
「
三
界
火
宅
の
財
に
五
主
有
り
、去
来
不
定
な
り
」
と
い
う
仏
法
的
解
釈
が
連
動
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。（
７
︱
２
）「
哀
し
き
は
」
は
、

七
九

『
将
門
記
』
対
句
集
中
部
＝〈
描
写
慨
嘆
評
価
層
〉の
後
次
性



表
現
主
体
が
貞
盛
に
感
情
移
入
し
、
そ
の
心
情
に
同
化
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。『
将
門
記
』
の
貞
盛
層
は
後
次
的
で
あ
る
〔
野
中
（
二
〇
一
八
Ｃ
）〕
の
で
、
そ
の

こ
と
自
体
、
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
対
句
集
中
部
を
後
か
ら
追
加
し
た
表
現
主
体
の
位
相
と
、
貞
盛
層
（
の
後
次
層
）
は
、
同
層
的
だ
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
こ
こ
に
も
、「
財
に
お
い
て
は
五
主
有
れ
ば
」
と
い
う
仏
法
的
な
認
識
が
み
え
る
の
で
、〈
慨
嘆
句
＝
対
句
集
中
部
の
一
部
＝
貞

盛
層
の
後
次
層
＝
仏
法
的
認
識
〉
と
い
う
関
連
性
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。（
７
︱
11
）
の
直
後
に
も
、「
受
苦
の
剣
林
」「
鉄
囲
の
煨
燼
」
と
い
う
仏
法
語

が
出
る
こ
と
は
注
意
し
て
お
き
た
い
。

３　
《
公
私
善
悪
規
定
評
語
》
と
の
親
和
性

　

そ
も
そ
も
対
句
と
は
二
項
対
立
的
表
現
で
あ
る
か
ら
、
大
と
小
、
僧
と
俗
、
山
と
川
な
ど
と
対
照
性
を
際
立
た
せ
る
も
の
で
あ
る
。
本
節
で
は
、
対
句
集
中
部

に
公
と
私
、善
と
悪
な
ど
の
評
価
を
決
め
つ
け
る
表
現
が
頻
出
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、対
句
集
中
部
が
後
次
的
で
あ
る（
前
節
）と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、

そ
れ
以
前
の
『
将
門
記
』（
原
『
将
門
記
』
と
呼
ぶ
べ
き
か
）
の
内
容
を
捉
え
返
し
な
が
ら
、
対
照
表
現
た
る
対
句
が
投
入
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

次
の
よ
う
に
、公
私
（
正
当
性
と
非
正
当
性
）
の
別
を
明
示
す
る
傾
向
が
対
句
集
中
部
に
強
い
。「
公
」
は
貞
盛
の
立
場
に
つ
い
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、「
私
」

は
す
べ
て
将
門
を
指
す
。

（
８
︱
１
）（
貞
盛
の
発
言
中
）
私
の
賊
は
則
ち
雲
の
上
の
電
の
如
し
。
公
お
ほ
や
けの

従じ
ゆ
うは

則
ち
厠か
は
やの

底
の
虫
の
如
し
。
然
れ
ど
も
私
の
方
に
は
法
な
し
。
公
の
方
に
は
天
有

り
。〔
二
一　

押
領
使
藤
原
秀
郷
、
登
場
〕

（
８
︱
２
）
公
の
従
は
常
よ
り
も
強
く
、
私
の
賊
は
例
よ
り
も
弱
し
。〔
二
一　

押
領
使
藤
原
秀
郷
、
登
場
〕

（
８
︱
３
）
私
わ
た
く
しに

勢
を
施
し
て
将ま
さ

に
公
お
ほ
や
けの

徳
を
奪
は
む
と
は
。〔
二
三　

将
門
、
北
山
に
亡
ぶ
〕

（
８
︱
４
）
然し
か

れ
ど
も
公
お
ほ
や
けは
増
し
私
わ
た
く
しは
減げ
ん

ぜ
り
。〔
二
七　

将
門
、
冥
界
の
消
息
〕

　

次
に
、
善
悪
の
別
を
明
示
す
る
表
現
も
、〈
対
句
部
〉
に
集
中
的
に
み
ら
れ
る
。

（
８
︱
５
）
去
ん
ぬ
る
天
慶
元
年
六
月
中
旬
を
以
て
、京
を
下
る
の
後
、官
符
を
懐
き
て
相あ
ひ

糺た
だ

す
と
雖
も
、而し
か

も
件
の
将
門
は
弥
い
よ
い
よ、逆
心
を
施
し
て
、倍
ま
す
ま
す

暴
悪
を
為
す
。

〔
一
一　

貞
盛
官
符
を
懐
き
将
門
迫
討
〕

國
學
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大
學
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（
８
︱
６
）
而し
か

る
間
、
常
陸
国
に
居
住
せ
る
藤
原
玄
明
等
は
、
素も
と

よ
り
国
の
乱
人
た
り
、
民
の
毒
害
た
り
。
農
節
に
望
み
て
は
則
ち
町
ち
や
う

満ま
ん

の
歩
数
を
貪む
さ
ぼり
、
官
物

に
至
り
て
は
則
ち
束そ
く

把は

の
弁
済
な
し
。
動や
や

む
す
れ
ば
国こ
く

衙が

の
使
ひ
の
来き
た

り
責
む
る
を
凌り
よ
う

轢れ
き

し
、
兼
ね
て
庸よ
う

民み
ん

の
弱
き
身
を
劫こ
ふ

略り
や
く

す
。
其
の
行
ひ
を
見
る
と

き
は
則
ち
夷
狄
よ
り
も
甚
だ
し
く
、
其
の
操さ
う

を
聞
く
と
き
は
則
ち
盗
賊
に
伴と
も
なへ

り
。〔
一
三　

常
陸
国
の
乱
人
、
藤
原
玄
明
〕

（
８
︱
７
）
凡お
よ

そ
国
の
為
に
宿す
く

世せ

の
敵か
た
きと
成
り
、
郡
の
為
に
暴
悪
の
行
ひ
を
張
る
。
鎮
と
こ
し
な
へに
往わ
う

還く
わ
ん

の
物
を
奪
ひ
、
妻
子
の
稔に
ぎ
はひ
と
為
し
、
恒つ
ね

に
人
民
の
財た
か
らを
掠か
す

め
て

従
類
の
栄
と
為
す
。〔
一
三　

常
陸
国
の
乱
人
、
藤
原
玄
明
〕

（
８
︱
８
）
時
に
玄
明
等
、
彼
の
守
維
幾
朝
臣
の
為
に
、
常
に
狼ら
う
れ
い戻
の
心
を
懐い
だ

き
て
、
深
く
蛇じ
や
い
ん飲
の
毒
を
含
め
り
。
或
る
時
は
身
を
隠
し
て
誅ち
ゆ
う

戮り
く

せ
む
と
欲お
も

ひ
、

或
る
時
は
力
を
出
し
て
合
戦
せ
む
と
欲
ふ
。〔
一
三　

常
陸
国
の
乱
人
、
藤
原
玄
明
〕

（
８
︱
９
）
当ま
さ

に
今
、
濫
悪
の
日
、
烏う

景け
い

西
に
傾
き
、
放は
う
い
つ逸

の
朝
、
印
鎰
を
領り
や
う
じ
や
う掌せ

ら
る
。〔
一
四　

将
門
と
国
庁
の
激
突
〕

（
８
︱
10
）
時
改
り
世
変
じ
て
、
天
地
道
を
失
ふ
。
善
は
伏
し
悪
は
起
り
て
、
仏
神
験し
る
しな
し
。〔
一
五　

将
門
、
坂
東
制
圧
へ
〕

（
８
︱
11
）
出
で
て
は
則
ち
濫ら
ん

悪あ
く

を
朝
夕
に
競き
そ

ひ
、
入
り
て
は
則
ち
勢せ
い

利り

を
国こ
く
い
ふ邑

に
貪む
さ
ぼる

。
坂
東
の
宏
お
ほ
い
な
る
の
む
し

蠹
、
外ぐ
わ
い
ど土

の
毒
ど
く
の
や
ま
か
が
ち

蟒
も
、
之こ
れ

よ
り
甚
だ
し
き
は
莫な

し
。〔
二
二

　

貞
盛
、
将
門
の
舎
宅
を
焼
く
〕

（
８
︱
12
）
厥そ

の
朝あ
し
たに
将
門
身
に
甲
冑
を
擐つ
ら
ぬき
て
飄へ
う
じ
よ序
の
遁の
が

れ
処
を
案
じ
、
心
に
逆
悪
を
懐い
だ

き
て
衛ゑ

方ほ
う

の
乱
行
を
存
す
。〔
二
三　

将
門
、
北
山
に
亡
ぶ
〕

（
８
︱
13
）
左さ

伝で
ん

に
云
は
く
、「
徳
を
貪む
さ
ぼり

て
公
お
ほ
や
けを

背そ
む

く
は
、宛あ
た
かも

威ゐ

を
馮た
の

み
て
鉾ほ
こ

を
践ふ

む
の
虎
の
如
し
」
と
。
故
に
書し
よ

に
云
は
く
、「
少
人
は
才
を
得
て
用
ゐ
難
く
、

悪
人
は
徳
を
貪
り
て
護
り
叵が
た

し
」
と
。
所い
は
ゆ
る謂

、「
遠
き
慮
お
も
ん
ぱ
かり

な
く
ば
近
き
憂
へ
有
り
」
と
い
ふ
は
、
若も

し
く
は
之こ
れ

を
謂
へ
る
か
。
爰こ
こ

に
、
将
門
は
頗す
こ
ぶる

功こ
う
く
わ課

を
官く
わ
ん
と都
に
積
み
て
、
忠ち
ゆ
う

信し
ん

を
永
代
に
流つ
た

ふ
。
而し
か

る
に
一
生
の
一い
ち
ご
ふ業
は
猛ま
う
ら
ん濫
を
宗む
ね

と
為な

し
、
毎
年
毎
月
に
合
戦
を
事
と
為な

す
。
故
に
学
業
の
輩や
か
らを
屑
も
の
の
か
ずと
せ
ず
。

此
れ
た
だ
武
芸
の
類
を
翫
も
て
あ
そべ

り
。
是
を
以
て
楯
に
対
し
て
は
親
を
問
ひ
、
悪
を
好
み
て
は
過
ち
を
被か
う
ぶる

。
然し
か

る
間
、
邪
悪
の
積
り
て
、
一
身
に
覃お
よ

び
、
不

善
の
謗そ
し

り
、
八は
つ
ぽ
う邦

に
聞
え
て
、
終つ
ひ

に
版は
ん
せ
ん泉

の
地
に
殞ほ
ろ

び
て
、
永
く
謀
叛
の
名
を
遺の
こ

せ
り
。〔
二
四　

将
門
の
死
を
傷
む
〕

（
８
︱
14
）
方ま
さ

に
今
、
雷
電
の
声
は
尤も
つ
とも
百
里
の
内
に
響
き
、
将
門
の
悪
は
既
に
千
里
の
外
に
通
れ
り
。〔
二
六　

平
貞
盛
等
の
論
功
行
賞
〕

（
８
︱
15
）
仍よ
つ

て
不
善
を
一
心
に
作な

し
て
天
位
を
九き
う

重ち
よ
うに

競
ふ
。
過
分
の
辜つ
み

、
則
ち
生
前
の
名
を
失
ひ
、
放は
う
い
つ逸

の
報
い
、
則
ち
死
後
の
媿は
ぢ

を
示
す
。〔
二
六　

平
貞
盛

等
の
論
功
行
賞
〕

（
８
︱
16
）
痛
し
き
か
な
、将
門
、悪
を
造
り
し
時
は
伴ば
ん
る
い類
を
催
し
て
以
て
犯
し
き
。
報
い
を
受
く
る
の
日
は
諸
も
ろ
も
ろの
罪
を
蒙か
う
ぶり
て
以
て
独
り
苦
し
む
。〔
二
七　

将
門
、
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冥
界
の
消
息
〕

　

そ
し
て
、
次
の
よ
う
に
、
公
私
と
善
悪
の
認
識
が
同
時
に
出
て
く
る
と
こ
ろ
も
あ
る
（
公
＝
善
、
私
＝
悪
）。

（
８
︱
17
）
公
お
ほ
や
けに

背
き
て
は
恣
ほ
し
い
ま
まに

猛
悪
を
施
し
、
私
に
居ゐ

て
は
強あ
な
がち

に
部
内
を
冤し
へ
たぐ

。〔
一
三　

常
陸
国
の
乱
人
、
藤
原
玄
明
〕

　

こ
の
よ
う
な
《
公
私
善
悪
規
定
評
語
》
は
対
句
集
中
部
に
特
徴
的
な
表
現
で
あ
り
、
対
句
不
在
部
や
対
句
散
在
部
に
は
ま
っ
た
く
み
ら
れ
な
い
。
対
句
散
在
部

に
は
む
し
ろ
親
将
門
的
な
認
識
が
強
く
示
さ
れ
て
い
る
の
で
（
次
稿
）、
先
行
研
究
で
『
将
門
記
』
に
親
将
門
・
反
将
門
の
両
面
が
見
ら
れ
る
と
さ
れ
て
き
た
問
題

は
、
ど
う
や
ら
親
将
門
的
な
対
句
不
在
部
・
対
句
散
在
部
の
上
に
反
将
門
的
な
対
句
集
中
部
が
折
り
重
な
っ
た
ゆ
え
の
現
象
だ
と
捉
え
直
し
て
よ
さ
そ
う
だ
。

４　

対
句
集
中
部
の
そ
の
他
の
特
徴—

—

今
後
の
課
題
と
し
て—

—

　
『
将
門
記
』
の
貞
盛
層
と
対
句
集
中
部
が
重
な
る
こ
と
が
多
い
点
も
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
に
、《
公
私
善
悪
規
定
評
語
》
は
対
句
集
中
部
に
し
か
現
出
し
な
い
は

ず
だ
が
（
先
述
）、
一
か
所
だ
け
非
対
句
部
分
に
そ
れ
が
出
る
。

（
９
︱
１
）
同
年
二
月
十
三
日
を
以
て
、
強
賊
の
地
下し
も
ふ
さ総
の
堺さ
か
ひに
着
く
。〔
二
二　

貞
盛
、
将
門
の
舎
宅
を
焼
く
〕

　

こ
れ
は
、
平
貞
盛
の
行
動
を
追
っ
た
文
脈
で
あ
る
。
そ
こ
に
将
門
を
「
強
賊
」
と
す
る
表
現
が
出
る
。
貞
盛
層
の
す
べ
て
が
最
終
段
階
で
の
後
補
だ
と
は
言
え

ず
、
貞
盛
層
の
中
に
も
い
く
つ
か
の
層
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
貞
盛
層
の
大
半
と
対
句
集
中
部
が
こ
の
よ
う
に
重
な
る
こ
と
は
看
過
で
き
な
い
。

後
次
段
階
で
付
加
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。
歴
史
上
の
実
体
た
る
平
貞
盛
は
将
門
追
討
に
た
い
し
た
役
割
を
果
た
し
て
い
な
い
よ
う
だ
。

　

将
門
が
坂
東
八
か
国
を
掌
握
し
た
と
す
る
表
現
（「
八
国
」）
の
ほ
と
ん
ど
が
対
句
集
中
部
に
出
て
く
る
点
も
重
要
で
あ
る
。
歴
史
上
の
実
体
た
る
平
将
門
は
、

ほ
ん
と
う
に
坂
東
八
か
国
を
一
時
で
あ
れ
独
立
国
家
的
な
状
態
に
し
え
た
の
か
、
そ
こ
に
疑
問
符
が
付
く
。

　

さ
ら
に
は
、仏
法
語
や
仏
法
に
関
係
す
る
認
識
も
、対
句
集
中
部
に
集
中
し
て
い
る
。従
来
、『
将
門
記
』の
作
者
と
し
て
僧
侶
説
が
優
勢
で
あ
っ
た
が
、そ
れ
も『
将

門
記
』
の
形
成
過
程
に
お
け
る
後
次
段
階
で
付
加
さ
れ
た
表
現
な
の
だ
ろ
う
。
作
者
説
も
、
重
層
的
に
捉
え
直
す
必
要
が
あ
り
そ
う
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
、
貞
盛
層
と
の
関
係
、
坂
東
八
か
国
の
問
題
、
作
者
圏
の
問
題
は
そ
れ
ぞ
れ
に
大
き
な
課
題
で
あ
る
の
で
、
稿
を
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

　

本
節
で
指
摘
し
た
〈
描
写
慨
嘆
評
価
層
〉
に
特
徴
的
な
表
現
（《
比
喩
表
現
・
典
故
引
用
》《
慨
嘆
句
・
厭
戦
表
現
》《
公
私
善
悪
規
定
評
語
》）
は
、
対
句
不
在
部
は
も
ち

國
學
院
大
學
紀
要　

第
五
十
七
巻
（
二
〇
一
九
年
）

八
二



ろ
ん
の
こ
と
一
定
量
の
対
句
を
含
む
対
句
散
在
部
に
も
ま
っ
た
く
み
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
は
、
対
句
の
有
無
と
い
う
外
形
的
な
観
点
の
み
で
『
将
門
記
』
を
分
析

す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の
内
容
ま
で
踏
み
込
ん
で
こ
そ
正
確
な
見
極
め
が
可
能
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
対
句
集
中
部
の
特
徴
を
把
握
し
て
み
る
と
、
あ
ら
た
め
て
対
句
不
在
部
や
対
句
散
在
部
と
の
甚
だ
し
い
位
相
差
に
驚
か
ざ
る
を
え
な
い
。

　

五　

お
わ
り
に

　

本
稿
で
述
べ
た
こ
と
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

１
、『
将
門
記
』
の
文
体
は
、
対
句
表
現
の
出
現
度
合
に
よ
っ
て
、
対
句
集
中
部
・
対
句
散
在
部
・
対
句
集
中
部
の
三
種
類
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
、
対
句
集
中
部
を
手
が
か
り
に
し
て
検
討
し
て
ゆ
く
と
、
対
句
が
集
中
・
連
続
し
て
い
な
く
て
も
、
お
お
む
ね
四
字
以
上
の
対
句
部
分
は
後
補
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
が
み
え
る
。

３
、
対
句
集
中
部
は
前
後
の
対
句
不
在
部
・
対
句
散
在
部
と
の
内
容
的
重
複
ば
か
り
か
齟
齬
を
き
た
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
後
補
さ
れ
た
可
能
性

が
高
い
。

４
、
対
句
集
中
部
（
や
会
話
部
分
）
は
天
側
の
余
白
に
記
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
が
転
写
段
階
で
本
文
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

５
、
お
お
む
ね
四
字
以
上
の
対
句
（
お
よ
び
そ
の
前
後
の
文
脈
）
を
除
外
し
て
残
る
文
章
は
、
原
『
将
門
記
』
の
姿
だ
と
考
え
ら
れ
、
事
件
の
経
緯
を
淡
々
と

記
し
た
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

６
、
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
親
将
門
・
反
将
門
の
揺
れ
は
、
対
句
不
在
部
・
対
句
散
在
部
と
対
句
集
中
部
の
別
と
対
応
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
初
期

段
階
の
対
句
不
在
部
・
対
句
散
在
部
中
心
の
文
章
は
親
将
門
的
で
、
あ
と
か
ら
覆
い
か
ぶ
さ
っ
て
き
た
対
句
集
中
部
に
反
将
門
・
親
貞
盛
の
要
素
が
加
わ
っ

て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
対
句
集
中
部
と
貞
盛
層
は
同
層
的
で
あ
る
。

７
、対
句
集
中
部
の
内
容
は
、場
面
描
写
や
表
現
主
体
の
慨
嘆
（
ま
れ
に
登
場
人
物
の
慨
嘆
）
が
多
い
（
一
つ
の
層
と
し
て
認
定
し
う
る
）。
ま
た
、中
国
の
典
故
・
人
名
、

「
所
謂
」「
譬
へ
ば
」
に
導
か
れ
る
比
喩
が
重
な
る
。
対
句
不
在
部
や
対
句
散
在
部
に
、
そ
れ
ら
は
み
ら
れ
な
い
。

　

本
稿
で
指
摘
し
た
こ
と
は
、『
将
門
記
』
を
〈
動
態
的
重
層
構
造
〉
と
見
立
て
、
そ
れ
を
解
剖
し
て
ゆ
く
突
破
口
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
対
句
集
中
部
が

八
三

『
将
門
記
』
対
句
集
中
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描
写
慨
嘆
評
価
層
〉の
後
次
性



後
次
的
で
あ
る
こ
と
が
見
え
て
こ
そ
、
そ
れ
以
前
の
層
を
剝
が
し
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
る
。
天
慶
擾
乱
が
終
息
し
、
そ
こ
か
ら
時
間
的
距
離
が
隔
た
る
ご
と
に
捉

え
る
側
（
作
者
た
ち
、
表
現
主
体
）
の
認
識
も
変
容
し
、
原
『
将
門
記
』
の
余
白
に
追
記
が
な
さ
れ
、
テ
ク
ス
ト
が
重
層
化
し
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
解
明
の
鍵
を
握

る
の
が
対
句
集
中
部
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

原
注
一
覧
（
本
稿
に
関
わ
る
も
の
の
み
）

〈
１
〉
纛
崛
は
兵
具
な
り
。
獣
毛
を
以
て
之
を
作
る
。
鉦
は
兵
鼓
な
り
。
諺
に
云
ふ
、
ふ
り
つ
づ
み
な
り
。　
〈
５
〉
上
総
下
総
を
言
ふ
な
り
。　
〈
６
〉
伝
に
曰
く
、
偪
仄
と
は
、
倭
に
、
い

り
こ
ま
る
と
言
ふ
な
り
。　
〈
７
〉
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
帝
王
の
御
冠
服
の
年
、
承
平
八
年
を
以
て
、
天
慶
元
年
と
改
む
。
故
に
此
の
句
有
る
な
り
。　
〈
８
〉
伝
に
言
ふ
、
昔
、
燕
丹
、

秦
皇
に
事
へ
て
、
遥
か
に
久
し
き
年
を
経
た
り
。
然
る
後
、
燕
丹
暇
を
請
ひ
て
古
郷
に
帰
ら
む
と
す
。
即
ち
秦
皇
仰
せ
て
曰
く
、
縦
へ
ば
烏
の
首
白
み
、
馬
の
角
生
ず
る
時
、
汝
の
還

る
こ
と
を
聴
さ
む
、
て
へ
り
。
燕
丹
歎
き
て
、
天
を
仰
げ
ば
烏
之
が
為
に
首
白
み
、
地
に
俯
せ
ば
馬
之
が
為
に
角
を
生
ふ
。
秦
皇
大
い
に
驚
き
、
乃
ち
帰
る
こ
と
を
許
す
。
又
島
子
は
、

幸
ひ
に
常
楽
の
国
に
入
る
と
雖
も
、
更
に
本
郷
の
墟
に
還
る
。
故
に
此
の
句
有
る
な
り
。
子
細
は
本
文
に
見
ゆ
る
な
り
。　
〈
９
〉
霊
像
と
言
ふ
は
、
故
上
総
介
高
茂
王
の
形
、
幷
び
に

故
陸
奥
将
軍
平
良
茂
の
形
な
り
。　
〈
12
〉
漢
書
に
曰
く
、
養
由
は
、
弓
を
執
れ
ば
則
ち
空
の
鳥
自
ら
落
ち
、
百
を
射
る
に
百
中
る
も
の
な
り
。　
〈
13
〉
淮
南
子
に
曰
く
、
弓
の
師
有

り
、
名
は
夷
羿
と
曰
ふ
。
尭
皇
の
時
の
人
な
り
。
時
に
十
介
の
日
あ
り
。
此
の
人
即
ち
九
介
の
日
を
射
て
、
地
に
射
落
と
す
。
其
の
日
に
金
烏
有
り
。
故
に
解
烏
と
名
づ
く
。
仍
て
上

兵
の
者
に
喩
ふ
る
な
り
。　
〈
14
〉
郭
璞
曰
く
、
駿
馬
は
生
れ
て
三
日
に
し
て
、
其
の
母
を
超
ゆ
。
仍
て
一
日
に
行
く
こ
と
百
里
な
り
。
故
に
駿
馬
に
喩
ふ
る
の
み
。　
〈
15
〉
人
の
名
。

〈
16
〉
人
の
名
。　
〈
17
〉
但
し
注
人
の
子
春
丸
は
天
罰
有
り
て
、
事
顕
は
れ
ぬ
。
承
平
八
年
正
月
三
日
を
以
て
捕
殺
さ
れ
已
に
了
ん
ぬ
。　
〈
18
〉
花
陽
国
志
に
曰
く
、
仲
和
は
太
守
と

し
て
賦
を
重
く
し
財
を
貪
り
て
国
内
に
漁
る
も
の
な
り
。　
〈
22
〉
快
ハ
た
の
し
く
、
挽
ハ
ひ
か
れ
。　
〈
27
〉
春
節
に
有
る
が
故
に
、
嘉
禾
等
と
云
ふ
。
二
月
十
四
日
を
以
て
逝
過
す

る
が
故
に
、
桂
月
の
兼
ね
て
隠
る
と
言
ふ
な
り
。

注（
１
）
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
二
字
対
句
は
必
ず
散
文
体
文
脈
の
中
で
し
か
用
い
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
二
字
対
句
で
も
、
二
字
＋
二
字
や
二
字
＋
四
字
の
パ
タ
ー
ン
に
な
っ
た

り
し
て
前
後
が
韻
文
的
に
な
る
場
合
も
あ
る
。
対
句
部
分
だ
け
を
切
り
出
し
て
言
う
の
で
は
な
く
、
対
句
の
意
味
内
容
や
前
後
の
文
脈
の
流
れ
も
合
わ
せ
て
、
散
文
的
か
韻
文
的
か
を

判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。 國

學
院
大
學
紀
要　

第
五
十
七
巻
（
二
〇
一
九
年
）

八
四



（
２
）
逆
に
、
ど
こ
を
対
句
集
中
部
と
認
め
る
か
、
そ
の
判
断
の
際
に
、
そ
れ
が
存
在
し
な
い
と
文
脈
が
つ
な
が
ら
な
い
か
ど
う
か
（
叙
事
的
要
素
が
存
在
し
な
い
か
ど
う
か
）
を
指
標
に
す

る
こ
と
も
あ
り
う
る
。
対
句
集
中
部
と
し
て
認
め
る
と
い
う
こ
と
は
そ
の
部
分
が
後
補
的
で
あ
る
こ
と
を
含
意
す
る
か
ら
で
あ
る
。

文　

献

川
口
久
雄
（
一
九
六
一
）『
平
安
朝
日
本
漢
文
学
史
の
研
究　

下
』　

増
訂
版
一
九
六
四
／
三
訂
版
一
九
八
八

犬
飼　

隆
（
一
九
七
八
）「
楊
守
敬
本
将
門
記
の
同
時
連
続
の
衍
字—

—

四
六
文
と
の
か
か
わ
り—

—

」「
国
語
国
文
論
集
」
７
号

野
中
哲
照
（
二
〇
一
八
ａ
）「『
将
門
記
』
興
世
王
層
の
後
次
性—

—

武
蔵
紛
争
記
事
の
分
析
と
と
も
に—

—

」「
國
學
院
大
學
大
学
院
紀
要　

文
学
研
究
科
」
49
号

野
中
哲
照
（
二
〇
一
八
ｂ
）「『
将
門
記
』
玄
明
玄
茂
層
の
基
幹
性—

—

常
陸
紛
争
記
事
の
分
析
と
と
も
に—

—

」「
日
本
文
学
論
究
」
77
号

野
中
哲
照
（
二
〇
一
八
ｃ
）「『
将
門
記
』
貞
盛
層
の
後
次
性
」「
古
典
遺
産
」
67
号

村
上
春
樹
（
一
九
六
一
）「
将
門
記
の
文
体
」「
古
典
遺
産
」
11
号
／
『
将
門
記—

—

研
究
と
資
料—

—

』（
新
読
書
社
、
一
九
六
三
）
に
再
録

村
上
春
樹
（
一
九
九
三
）「『
将
門
記
』
の
文
章
」　

和
漢
比
較
文
学
叢
書
15
『
軍
記
と
漢
文
学
』、
汲
古
書
院

八
五

『
将
門
記
』
対
句
集
中
部
＝〈
描
写
慨
嘆
評
価
層
〉の
後
次
性
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